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夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北辰印刷）

再生紙を使用しています。
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はくば通りに住む

八方口　加々見　康文

　「今日、何曜日？」「お父さんに関
係ないじゃん」と娘「雨降る？」「ス
マホ先生に聞いたら」これが日々の
会話です。自由に時間を使えること、
楽なようで難しい。何をするか自分
の直感も大切、A Iには任せられない。
　振りかえると、昭和44年、宿を開
業してからは、あさ、目が覚めると
何するか決まっていました。どんな
に雪が積もろうと、丈夫な体に任せ
てひたすら体を動かすだけ。この間
の出来事は、ほとんど良い思い出に
なりました。
　“身を捨ててこそ浮かぶ瀬もあれ”
年を重ね老人の域に達し、この一文
が自分の心にストンと落ちます。
　健康である限り出来そうな事「年
寄り仕事レベルの地域貢献・ご近所
＆娘＆孫と仲良く・校友会幹事・家
の周りの美化・あいさつ」
　そして、ふと思う。明日どうしよう？と。

パラリンピックを観戦して

八方　太谷　陽平

　ミラノ・コルティナ冬季パラリン
ピックを娘と観戦し、ハンディを感
じ さ せ な い 選 手 た ち の 全 力 の パ
フォーマンスに深い感動を覚えた。
改めて、誰もがスポーツや自然の魅
力を楽しめる環境づくりの大切さを
感じさせるものであった。
　現在、白馬村は多くの外国人旅行
者を迎える国内有数のリゾートと
なっている一方で、スキー場では索
道をはじめとする各施設の老朽化が
進み、更新の時期を迎えている。こ
うした改修の機会に、年齢・性別・
国籍・障がいの有無にかかわらず、
多くの人が利用しやすいユニバーサ
ルデザインの考え方を取り入れた開
発計画を検討してはどうか。小さな
工夫やサポートにより、山岳リゾー
トの魅力はより多くの人に広がるは
ずである。多様な人が安心して訪れ、
滞在を楽しめるリゾートづくりが進
むことを期待したい。

白馬の自然と暮らし

八方口　久山　沙耶佳

　白馬で生まれ育ち、日々の暮らし
で感じる魅力は、雄大な自然とそれ
を守り続けてきた地 域の繋がりで
す。何十年見ている景色でも、その
美しさには常に心を動かされます。
　現在、子育ての真っ只中ですが、
この大自然の中で子供を育める幸せ
を実感しています。世界中から人が
訪れ、活気に沸く姿を誇らしく思う
一方、冬場の渋滞や混雑など、住民
の当たり前の暮らしに影響が出てい
ることに戸惑いも感じます。また、
労働力不足による伝統行事や地域コ
ミュニティの維持にも不安が募りま
す。
　観光地の発展は重要ですが、並行
して、ここで育つ若者が「また戻っ
てきたい」と思える持続可能な社会
であってほしいと願います。住民の
生活と観光が調和した、未来に希望
の持てる村であり続けてほしいで
す。
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●本会議場傍聴席への昇降機を設置しております。足が不自由な方でも傍聴可能です。
●本会議はケーブルテレビでも視聴できます。
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持続性ある

観光地域づくりの推進

防災減災むらづくりと

気候変動対策
●地域防災体制強化と中核的存在である消防団員の
　良好な活動環境整備および団員確保の支援

●団員活動服追加購入　115万円

●災害に強いまちづくり推進事業　1,841万円
農林業の振興と

有害鳥獣対策の

強化

●農業機械導入支援・電動草刈り機等購入補助金　750万円

●有害鳥獣被害防止対策事業「電気柵設置補助金」等　734万円

●犬川用水小水力発電事業　８年度供用開始

●自宅前乗降希望者の「ふれＡＩ号」運行事業
　健康福祉課に移行

●子育て支援施設建設事業　３億650万円

●８年度生まれの赤ちゃんにアルプスPay３万円分付与

児童福祉、高齢者福祉の充実移住定住施策の推進と

コミュニティの活性化

●稼ぐ事業と課題解決型事業を推進し
　官民連携の地域公社設立可能性事業　3千万円

●学校給食費小学生無償化　中学生約４割補助

●

●

●●宿泊税６月徴収開始システム改修補助金　1,500万円

●親海湿原遊歩道整備事業　594万円

●鉱泉源保護管理整備補助金　2,500万円

●八方池山荘官民連携事業再構築業務　1,144万円

●
●
●
●

令和８年度
予算の

キーワード

子育て支援施設 （仮称）の建設に着手
世 代 間 交 流 が   行 え る 複 合 施 設

予
算
特
別
委
員
会
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令和10年度内の開所を目指す
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白馬高校支援の財源内訳は。

白馬山麓事務組合へ負担金を支出している。令和
７年で国の交付金が終了したため、県からの一部

　　 負担がある。今後の財源は検討する必要がある。

資格検定料補助金は。

今回は合格者のみへの補助で、補助率は１/２。

小学校のスクールバスの中学生利用は。

基本的には小学校をベースに考えている。冬季の
部活動によって神城の生徒は電車の待ち時間が１

　　 時間以上出てしまうのでバスで送迎。北城は落倉
　　 の生徒をバスで送迎、野平と嶺方の生徒は、冬季
　　 のみタクシーで行なっている。

令和８年度　白馬村国民健康保険事業勘定特別会計予算
予算規模は10億5,140万円、前年度比8,300万円の減、国保税は２億9,690万円、 県支出金６億3,890万7,000円、
一般会計繰入金１億662万1,000円、歳出の保険給付費は６億3,346万3,000円を計上。

特別会計予算関係を認定

令和８年度　白馬村後期高齢者医療特別会計予算
予算規模は１億8,060万円、前年度比3,750万円の増、歳入の保険料は１億 4,560万円、一般会計繰入金・保険
基盤安定繰入金併せて3,455万3,000円、歳出の広域連合負担金は１億7,524万3,000円を計上。 

令和８年度　白馬村水道事業会計予算
水道事業収益は４億1,620万9,000円で、前年度比2,204万6,000円の増。
水道事業収益では、営業収益は昨年度比1,288万円減に対し、営業外収益で官民連携等基盤強化事業推進交付金、
DX推進事業交付金などで国庫補助金4,039万円の増額。
物価高騰対応生活者支援事業では国の補助金を活用し５月６月分の水道基本料金2,400万円を減免。

令和８年度　白馬村下水道事業会計予算
下水道事業収益は５億449万7,000円。下水道事業費用は５億119万6,000円。 
資本的収入は７億7,225万1,000円で下水道事業債及び国庫補助金の増額により、昨年度比３億669万8,000円の増。
資本的支出は８億2,260万6,000円で、昨年より２億8,697万4,000円の増額となっており、工事請負費でし尿等
投入施設整備土木工事の３億9,903万円が主なもの。

問
答

問
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問
答

 
地域公社プロジェクト可能性調査委託料
3,000万円の内訳は。
既存組織の統合整理による削減効果や、地域の収
益事業の調査・検証にかかる費用。

対象は振興公社と観光局か。

現段階は２機関を考えている。

地域通貨アルプスPayの展望は。

専用サイトは作成済。ポイント還元が可能となる
機能を検討中。来年度はボランティア活動参加者

　　 へのポイント付与、他のアプリやシステムとの連携
　　 などを検討し、加盟店も増やしていきたい。

「ふれＡＩ号」に二重価格の導入は。

地域通貨は二重価格などによる住民優遇が大きな
目的の一つであり、事業者に理解・協力を得て二

　　 重価格の推奨で暮らしやすさを確保していきたい。

問
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答
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答

総務課

　
子育て支援施設は３か年の継続工事だが、工事費
が上昇した場合は。
著しい人件費資材費等上昇の場合は、変更請負契
約する。

保育士移住支援事業補助金の実績はゼロだが、拡
充はできないのか。
県に対しての要望は引き続き行う。保育士の働き
方改革を現在も進めていて、アプリの導入や、制

　　 作物や行事の見直し、保育士のリフレッシュ休暇
　　 等も試みている。

問
答
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子育て支援課
　

他自治体の図書館では、住民や子ども向けのイベ
ントをよく開催しているが、村では。
図書館は人手不足が現状だが、ＤＶＤ上映や読み
聞かせ、自由研究に役立つ本の特集コーナーや村

　　 内イベントでのブース設置なども行っている。

文化財保護費に関して、グリーンスポーツにある
歴史民俗資料館の宣伝は。
令和７年度から歴史民俗資料館を加えた文化財の
スタンプラリーを企画している。

氷河調査に関する調査状況と結果の対応は。

白馬沢は、認定されれば報告会を予定している。
観光面は観光課に繋げていく。

問
答

問
答

問
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生涯学習スポーツ課

教育課

　
宿泊税徴収義務者への対処は。

課税は６月１日から。広報はくば３月号に掲載し、
４月には説明会を開催する。オンラインでの配信、

　　 外国語の宿泊税の手引きも同時に作成・配布を予定。

税務課

問
答

　
児童福祉給付金の減額理由は。

こども第３の居場所の利用者が増加し、放課後デ
イサービス利用者が減っているため。

健康福祉課
問
答

　
白馬村鉱泉源保護管理整備補助金の鉱泉源施設と
は。
源泉ポンプ、抑揚ポンプ、貯蔵タンク等の温泉関
連設備、並びに送水ポンプ、タンク、ボイラー、

　　 維持管理用車両など配湯関連設備を有する施設。

観光課
問
答

　
農業機械等導入補助金の農業認定者と一般農業者
の違いは。
国の制度があり、白馬村の再生協議会で条件に合
致した人が申請した場合、１期５年間認定農業者

　　 となる。農業所得を５年間で350万円の目標を達
　　 成する必要がある。

有害鳥獣対策事業に関連して、観光客に対しサル
等にエサを与えない周知の強化は。
一度でもエサを与えてしまうと覚えてしまうた
め、引き続き広く浸透させていくために力を入れ

　　 た広報の必要性を実感している。

農政課
問
答

問
答

　
窓口業務のデジタル化で、業務自体が効率化され
ているのか。
分野ごとでは技術の進歩と共に効率化できている
と推察。

観光客の増加でゴミの排出量も増えていると思わ
れるが、事業系のごみの分別や出し方はどうか。
地域やリサイクルセンターの方々の尽力もあり、
実際に住民課に届くケースは限られている。リサ

　　 イクルセンターの整備で、人の目を通してゴミが
　　 処分されているのでメリットは非常に大きい。

住民課

問
答

問
答

　
道路台帳デジタル化事業で、住民が閲覧できるの
はいつからか。
道路台帳は１年後を予定し、他は全体の進捗を見
ながら公開する予定。

公開型ＧＩＳシステムに、農業用水路をデータと
して取り込むのはどうか。
農政課と検討したい。

持続可能なまちづくり形成事業は交付金事業か。

村の単独事業で有識者に委託する予算を計上して
いたが、事業の方向性が見えないため交付金事業

　　 として申請できなかった。

建設課
問
答

問
答

答
問

　
ＤＸ化による納付方法の変化は。

口座振替のほかに窓口納付やコンビニ収納、タブ
レット端末を使ったクレジット収納がある。

会計室

答
問

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
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白馬高校支援の財源内訳は。

白馬山麓事務組合へ負担金を支出している。令和
７年で国の交付金が終了したため、県からの一部

　　 負担がある。今後の財源は検討する必要がある。

資格検定料補助金は。

今回は合格者のみへの補助で、補助率は１/２。

小学校のスクールバスの中学生利用は。

基本的には小学校をベースに考えている。冬季の
部活動によって神城の生徒は電車の待ち時間が１

　　 時間以上出てしまうのでバスで送迎。北城は落倉
　　 の生徒をバスで送迎、野平と嶺方の生徒は、冬季
　　 のみタクシーで行なっている。

令和８年度　白馬村国民健康保険事業勘定特別会計予算
予算規模は10億5,140万円、前年度比8,300万円の減、国保税は２億9,690万円、 県支出金６億3,890万7,000円、
一般会計繰入金１億662万1,000円、歳出の保険給付費は６億3,346万3,000円を計上。

特別会計予算関係を認定

令和８年度　白馬村後期高齢者医療特別会計予算
予算規模は１億8,060万円、前年度比3,750万円の増、歳入の保険料は１億 4,560万円、一般会計繰入金・保険
基盤安定繰入金併せて3,455万3,000円、歳出の広域連合負担金は１億7,524万3,000円を計上。 

令和８年度　白馬村水道事業会計予算
水道事業収益は４億1,620万9,000円で、前年度比2,204万6,000円の増。
水道事業収益では、営業収益は昨年度比1,288万円減に対し、営業外収益で官民連携等基盤強化事業推進交付金、
DX推進事業交付金などで国庫補助金4,039万円の増額。
物価高騰対応生活者支援事業では国の補助金を活用し５月６月分の水道基本料金2,400万円を減免。

令和８年度　白馬村下水道事業会計予算
下水道事業収益は５億449万7,000円。下水道事業費用は５億119万6,000円。 
資本的収入は７億7,225万1,000円で下水道事業債及び国庫補助金の増額により、昨年度比３億669万8,000円の増。
資本的支出は８億2,260万6,000円で、昨年より２億8,697万4,000円の増額となっており、工事請負費でし尿等
投入施設整備土木工事の３億9,903万円が主なもの。

問
答

問
答

問
答

 
地域公社プロジェクト可能性調査委託料
3,000万円の内訳は。
既存組織の統合整理による削減効果や、地域の収
益事業の調査・検証にかかる費用。

対象は振興公社と観光局か。

現段階は２機関を考えている。

地域通貨アルプスPayの展望は。

専用サイトは作成済。ポイント還元が可能となる
機能を検討中。来年度はボランティア活動参加者

　　 へのポイント付与、他のアプリやシステムとの連携
　　 などを検討し、加盟店も増やしていきたい。

「ふれＡＩ号」に二重価格の導入は。

地域通貨は二重価格などによる住民優遇が大きな
目的の一つであり、事業者に理解・協力を得て二

　　 重価格の推奨で暮らしやすさを確保していきたい。

問
答

問
答

問
答

問
答

総務課

　
子育て支援施設は３か年の継続工事だが、工事費
が上昇した場合は。
著しい人件費資材費等上昇の場合は、変更請負契
約する。

保育士移住支援事業補助金の実績はゼロだが、拡
充はできないのか。
県に対しての要望は引き続き行う。保育士の働き
方改革を現在も進めていて、アプリの導入や、制

　　 作物や行事の見直し、保育士のリフレッシュ休暇
　　 等も試みている。

問
答

問
答

子育て支援課
　

他自治体の図書館では、住民や子ども向けのイベ
ントをよく開催しているが、村では。
図書館は人手不足が現状だが、ＤＶＤ上映や読み
聞かせ、自由研究に役立つ本の特集コーナーや村

　　 内イベントでのブース設置なども行っている。

文化財保護費に関して、グリーンスポーツにある
歴史民俗資料館の宣伝は。
令和７年度から歴史民俗資料館を加えた文化財の
スタンプラリーを企画している。

氷河調査に関する調査状況と結果の対応は。

白馬沢は、認定されれば報告会を予定している。
観光面は観光課に繋げていく。

問
答

問
答

問
答

生涯学習スポーツ課

教育課

　
宿泊税徴収義務者への対処は。

課税は６月１日から。広報はくば３月号に掲載し、
４月には説明会を開催する。オンラインでの配信、

　　 外国語の宿泊税の手引きも同時に作成・配布を予定。

税務課

問
答

　
児童福祉給付金の減額理由は。

こども第３の居場所の利用者が増加し、放課後デ
イサービス利用者が減っているため。

健康福祉課
問
答

　
白馬村鉱泉源保護管理整備補助金の鉱泉源施設と
は。
源泉ポンプ、抑揚ポンプ、貯蔵タンク等の温泉関
連設備、並びに送水ポンプ、タンク、ボイラー、

　　 維持管理用車両など配湯関連設備を有する施設。

観光課
問
答

　
農業機械等導入補助金の農業認定者と一般農業者
の違いは。
国の制度があり、白馬村の再生協議会で条件に合
致した人が申請した場合、１期５年間認定農業者

　　 となる。農業所得を５年間で350万円の目標を達
　　 成する必要がある。

有害鳥獣対策事業に関連して、観光客に対しサル
等にエサを与えない周知の強化は。
一度でもエサを与えてしまうと覚えてしまうた
め、引き続き広く浸透させていくために力を入れ

　　 た広報の必要性を実感している。

農政課
問
答

問
答

　
窓口業務のデジタル化で、業務自体が効率化され
ているのか。
分野ごとでは技術の進歩と共に効率化できている
と推察。

観光客の増加でゴミの排出量も増えていると思わ
れるが、事業系のごみの分別や出し方はどうか。
地域やリサイクルセンターの方々の尽力もあり、
実際に住民課に届くケースは限られている。リサ

　　 イクルセンターの整備で、人の目を通してゴミが
　　 処分されているのでメリットは非常に大きい。

住民課

問
答

問
答

　
道路台帳デジタル化事業で、住民が閲覧できるの
はいつからか。
道路台帳は１年後を予定し、他は全体の進捗を見
ながら公開する予定。

公開型ＧＩＳシステムに、農業用水路をデータと
して取り込むのはどうか。
農政課と検討したい。

持続可能なまちづくり形成事業は交付金事業か。

村の単独事業で有識者に委託する予算を計上して
いたが、事業の方向性が見えないため交付金事業

　　 として申請できなかった。

建設課
問
答

問
答

答
問

　
ＤＸ化による納付方法の変化は。

口座振替のほかに窓口納付やコンビニ収納、タブ
レット端末を使ったクレジット収納がある。

会計室

答
問

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
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給食費無償化へ
白馬村学校給食費徴収条例の一部を改正

議
案
第
17
号

フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」
の
規
定

に
準
拠
し
た
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
料
表
の
改
正
に
よ
る
も
の
。

議
案
第
18
号

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、

期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
勤
勉
手
当

の
支
給
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の

う
ち
定
額
で
支
給
す
る
職
種
の
報
酬
額
を
改
正
す

る
も
の
。

議
案
第
21
号

白
馬
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

国
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
に
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
制
度
が
位
置
付
け
ら

れ
た
こ
と
に
伴
い
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

﹇
質
疑
・
意
見
﹈

国
保
税
が
高
い
と
い
う
声
も
あ
る
た
め
、
算
出
の

仕
組
み
を
分
か
り
や
す
く
周
知
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

算
出
の
仕
組
み
は
分
か
り
に
く
い
た
め
、
今
後
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
例
を
示
し
な
が
ら
分
か
り
や
す
く

周
知
し
て
い
き
た
い
。

議
案
第
24
号

白
馬
村
学
校
給
食
費
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

食
材
費
の
高
騰
や
国
の
政
策
、
子
育
て
世
帯
へ
の

村
の
支
援
策
を
踏
ま
え
、
学
校
給
食
の
給
食
費
を

改
訂
す
る
も
の
。

﹇
質
疑
・
意
見
﹈

給
食
日
額
に
地
産
地
消
分
と
し
て
小
学
校
10
円
、

中
学
校
20
円
の
加
算
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
地
元
食
材
を
給
食
で
ど
の
よ
う
に
使
う

の
か
は
誰
が
決
め
て
い
る
の
か
。

地
元
食
材
の
使
用
は
、
栄
養
教
諭
が
毎
月
の
献
立

の
中
で
決
め
て
い
る
。
教
育
課
と
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
、
で
き
る
だ
け
地
元
食
材
を
使
っ
て
い
く
と

い
う
方
針
で
あ
る
。
た
だ
し
、
白
馬
村
で
は
ど
う

し
て
も
季
節
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
な
か
な

か
通
年
で
は
使
え
な
い
の
が
実
情
で
あ
り
、
年
間

で
予
算
を
プ
ー
ル
し
て
、
使
え
る
時
期
に
費
用
と

し
て
充
て
て
い
る
。

議
案
第
28
号

令
和
７
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
０
７
８
万
３
千
円
を

減
額
し
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
77
億
５
５
２
８

万
２
千
円
と
す
る
も
の

【
税
務
課
関
係
】

　
賦
課
徴
収
事
業
は
、Ｇ
Ｉ
Ｓ
固
定
資
産
税
地
図
情
報
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
国
土
調
査
事
業
の
成
果
が
令
和
７
年
中

に
法
務
局
登
記
へ
反
映
に
至
ら
ず
、
委
託
料
２
７
６
万

６
千
円
の
減
額
。

﹇
質
疑
・
意
見
﹈

ほ
場
整
備
の
工
区
が
法
務
局
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
た
め
減
額
と
な
っ
た
が
、
来
年
度
に
更
新
す
る

際
は
今
回
の
減
額
分
を
計
上
す
る
の
か
。

国
土
調
査
の
成
果
量
が
多
く
、
法
務
局
で
登
記
簿
へ

の
反
映
が
令
和
７
年
度
中
に
完
了
し
な
か
っ
た
た

め
地
図
更
新
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
地

図
更
新
は
毎
年
実
施
し
て
お
り
経
費
も
単
年
度
予

算
で
あ
る
た
め
、
今
回
の
減
額
分
を
繰
り
越
し
て

計
上
す
る
も
の
で
は
な
い
。

【
子
育
て
支
援
課
関
係
】

　
児
童
手
当
等
給
付
事
業
は
、
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
標
準

化
に
伴
う
保
育
料
納
付
書
の
仕
様
変
更
で
用
紙
代
を
30

万
７
千
円
増
額
。

【
住
民
課
関
係
】

　
福
祉
医
療
費
給
付
事
業
は
、

受
給
者
の
医
療
費
増
加
に
伴
い
、

子
ど
も
医
療
給
付
費
３
０
０
万

円
と
障
害
者
医
療
給
付
費
１
５

０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

　
環
境
衛
生
事
業
の
主
な
も
の

は
、
落
倉
地
区
で
発
生
し
た
原

因
不
明
の
油
の
自
噴
対
応
で
74
万
７
千
円
増
額
。

【
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
関
係
】

　
図
書
館
事
業
は
、
図
書
館
職
員
の
勤
務
形
態
変
更
に

よ
り
15
万
８
千
円
増
額
。
図
書
館
建
設
用
地
取
得
に
伴

う
立
木
補
償
費
45
万
９
千
円
を
増
額
。
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
事
業
は
、
青
鬼
神
社
修
理
工
事
の
内
容
見
直
し

に
よ
り
１
１
３
万
４
千
円
の
減
額
。

議
案
第
29
号

令
和
７
年
度
白
馬
村
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
８
８
万
５
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
11
億
４
８
３
５
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
施
行
に
向
け
た
シ

ス
テ
ム
改
修
を
計
上
す
る
も
の
。

議
案
第
30
号

令
和
７
年
度
白
馬
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
２
３
４
万
６
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
１
億
６
６
７
１
万
６
千
円
と
す

る
も
の
。

保
険
料
試
算
に
伴
う
区
分
間
の
増
減
。
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
制
度
対
応
の
シ
ス
テ
ム
改
修
や
広

域
連
合
負
担
金
の
増
額
に
よ
る
も
の
。

主
な
議
案
の
審
査
内
容

議案の概要議案の概要

議案の概要

議案の概要 議案の概要

議案の概要議案の概要

か ら審 義 総務社会委員会

、
は
覧
一
の
果
結
査
審
←

９

温泉資源の保護と安定供給の確保のため
鉱泉源振興基金条例の制定

議
案
第
６
号

白
馬
村
農
業
用
水
小
水
力
発
電
施
設
運
営
基

金
条
例
の
制
定

農
業
用
水
小
水
力
発
電
施
設
の
適
切
な
管
理
運
営

を
目
的
に
、
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の
基
金
を
設

置
す
る
た
め
の
も
の
。

議
案
第
７
号

白
馬
村
農
業
用
水
小
水
力
発
電
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

農
業
用
水
小
水
力
発
電
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
し
、
必
要
な
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

﹇
質
疑
・
意
見
﹈

　
今
後
、新
た
に
小
水
力
発
電
施
設
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、

本
条
例
の
第
３
条
に
付
け
足
す
形
に
な
る
の
か
。

　
第
３
条
の
条
文
に
追
加
し
て
い
く
形
に
な
る
。

議
案
第
９
号

白
馬
村
鉱
泉
源
振
興
基
金
条
例
の
制
定

　
　

温
泉
資
源
の
保
護
と
安
定
供
給
の
確
保
、
利
用
環

境
の
整
備
等
に
よ
り
、
温
泉
資
源
の
持
続
可
能
性

を
確
保
す
る
目
的
か
ら
、
鉱
泉
源
の
保
護
管
理
施

設
へ
の
整
備
に
資
す
る
事
業
の
財
源
を
確
保
す
る

た
め
の
基
金
を
設
置
す
る
た
め
の
も
の
。

議
案
第
28
号

令
和
７
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
補
正
予
算(

第

７
号
）
所
管
事
項

【
農
政
課
関
係
】

　
野
平
地
区
の
災
害
復
旧
工
事
に
伴
う
設
計
内
容
の
変
更

と
、
ほ
場
整
備
事
業
の
事
業
完
了
に
よ
る
精
算
で
農
地
費

３
７
０
４
万
円
減
額
。
森
林
整
備
事
業
完
了
に
よ
る
精
算

で
１
５
２
万
４
千
円
の
減
額
。
令
和
６
年
の
豪
雨
災
害
に

よ
る
、
堀
之
内
地
区
谷
地
川
の
頭
首
工
工
事
の
変
更
増
加

に
伴
い
過
年
発
生
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
に
77

万
円
増
額
。

【
観
光
課
関
係
】

　
12
月
よ
り
４
台
体
制
で
運
行
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
委

託
業
者
の
運
行
許
可
申
請
の
手
続
き
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
運
行
日
数
が
減
っ
た
こ
と
と
、
昨
年
度
の
実
績
に
よ

り
３
月
の
夜
間
運
行
を
や
め
た
こ
と
に
よ
り
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
運
行
事
業
費
を
４
３
８
万
２
千
円
減
額
。
事
業
の

精
算
に
よ
る
観
光
振
興
負
担
金
を
４
９
７
万
７
千
円
減

額
。
宿
泊
事
業
者
の
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
に
４
３
４
９
万

３
千
円
減
額
。

﹇
質
疑
・
意
見
﹈

ナ
イ
ト
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
早
期
運
行
終
了
は
、

観
光
課
内
の
判
断
で
決
め
た
の
か
、
ま
た
、
運
行
会

社
と
の
契
約
上
の
理
由
は
あ
る
の
か
。

今
年
度
の
運
行
実
績
と
例
年
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
乗

車
数
が
急
激
に
減
る
た
め
、
費
用
対
効
果
を
勘
案
し

た
う
え
で
、
３
月
の
運
行
を
取
り
や
め
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
運
行
会
社
と
調
整
を
し
た
が
、
月
途
中

の
運
行
は
、
投
資
効
果
が
見
込
め
な
い
と
い
う
こ
と

で
判
断
し
た
。

【
建
設
課
関
係
】

　
駅
前
無
電
柱
化
に
伴
う
地
元
負
担
金
に
５
２
６
万
５
千

円
増
額
。
地
区
へ
の
資
材
等
の
原
材
料
費
に
１
０
０
万
円

増
額
。

【
上
下
水
道
課
関
係
】

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
白
馬
山
麓
事
務
組
合
派
遣
職
員

に
係
る
人
件
費
を
下
水
道
事
業
会
計
か
ら
振
り
替
え
１
５

５
万
円
の
減
額
。
派
遣
職
員
の
白
馬
村
負
担
分
に
下
水
道

事
業
会
計
補
助
金
５
７
１
万
４
千
円
減
額
。
衛
生
費
の
負

担
金
と
合
わ
せ
た
白
馬
村
負
担
分
に
白
馬
山
麓
事
務
組
合

等
負
担
金
４
１
６
万
４
千
円
増
額
。

議
案
第
31
号

令
和
７
年
度
白
馬
村
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

収
益
的
収
入
に
７
２
７
万
１
千
円
を
増
額
し
、
収

益
的
収
入
総
額
を
４
億
１
５
５
万
４
千
円
と
し
、

収
益
的
支
出
に
３
４
６
万
円
を
増
額
し
、
収
益
的

支
出
総
額
を
３
億
２
４
９
１
万
８
千
円
と
す
る
も

の
。

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出
の
主
な
増
額
は
、
白
馬

村
上
下
水
道
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
に
係
る
国
庫
補
助
金

の
計
上
と
令
和
６
年
度
末
新
規
登
録
分
の
有
形
固

定
資
産
減
価
償
却
費
が
主
な
も
の
。

議
案
第
32
号

令
和
７
年
度
白
馬
村
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

収
益
的
収
入
に
５
７
１
万
４
千
円
を
減
額
し
、
収

益
的
収
入
総
額
を
４
億
８
５
９
０
万
３
千
円
と
し
、

収
益
的
支
出
に
37
万
２
千
円
を
増
額
し
、
収
益
的

支
出
総
額
を
４
億
７
９
１
０
万
円
と
す
る
も
の
。

予
算
第
４
条
本
文
括
弧
書
の
「
不
足
す
る
額
１
億

１
６
１
０
万
３
千
円
」
を
「
不
足
す
る
額
１
億
７

７
５
万
６
千
円
」
に
改
め
、
資
本
的
収
入
を
８
３

７
万
７
千
円
増
額
し
、
資
本
的
収
入
総
額
を
４
億

４
４
９
４
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

資
本
的
収
入
の
主
な
増
額
は
、
白
馬
山
麓
事
務
組

合
負
担
金
人
件
費
分
に
よ
る
も
の
。

議案の概要議案の概要

議案の概要議案の概要

議案の概要

か ら審 義 産業経済委員会

７ 白馬議会だより　156号　令和８年4月30日 ６白馬議会だより　156号　令和８年4月30日



給食費無償化へ
白馬村学校給食費徴収条例の一部を改正

議
案
第
17
号

フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」
の
規
定

に
準
拠
し
た
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
料
表
の
改
正
に
よ
る
も
の
。

議
案
第
18
号

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、

期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
勤
勉
手
当

の
支
給
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の

う
ち
定
額
で
支
給
す
る
職
種
の
報
酬
額
を
改
正
す

る
も
の
。

議
案
第
21
号

白
馬
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

国
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
に
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
制
度
が
位
置
付
け
ら

れ
た
こ
と
に
伴
い
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

﹇
質
疑
・
意
見
﹈

国
保
税
が
高
い
と
い
う
声
も
あ
る
た
め
、
算
出
の

仕
組
み
を
分
か
り
や
す
く
周
知
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

算
出
の
仕
組
み
は
分
か
り
に
く
い
た
め
、
今
後
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
例
を
示
し
な
が
ら
分
か
り
や
す
く

周
知
し
て
い
き
た
い
。

議
案
第
24
号

白
馬
村
学
校
給
食
費
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

食
材
費
の
高
騰
や
国
の
政
策
、
子
育
て
世
帯
へ
の

村
の
支
援
策
を
踏
ま
え
、
学
校
給
食
の
給
食
費
を

改
訂
す
る
も
の
。

﹇
質
疑
・
意
見
﹈

給
食
日
額
に
地
産
地
消
分
と
し
て
小
学
校
10
円
、

中
学
校
20
円
の
加
算
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
地
元
食
材
を
給
食
で
ど
の
よ
う
に
使
う

の
か
は
誰
が
決
め
て
い
る
の
か
。

地
元
食
材
の
使
用
は
、
栄
養
教
諭
が
毎
月
の
献
立

の
中
で
決
め
て
い
る
。
教
育
課
と
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
、
で
き
る
だ
け
地
元
食
材
を
使
っ
て
い
く
と

い
う
方
針
で
あ
る
。
た
だ
し
、
白
馬
村
で
は
ど
う

し
て
も
季
節
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
な
か
な

か
通
年
で
は
使
え
な
い
の
が
実
情
で
あ
り
、
年
間

で
予
算
を
プ
ー
ル
し
て
、
使
え
る
時
期
に
費
用
と

し
て
充
て
て
い
る
。

議
案
第
28
号

令
和
７
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
０
７
８
万
３
千
円
を

減
額
し
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
77
億
５
５
２
８

万
２
千
円
と
す
る
も
の

【
税
務
課
関
係
】

　
賦
課
徴
収
事
業
は
、Ｇ
Ｉ
Ｓ
固
定
資
産
税
地
図
情
報
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
国
土
調
査
事
業
の
成
果
が
令
和
７
年
中

に
法
務
局
登
記
へ
反
映
に
至
ら
ず
、
委
託
料
２
７
６
万

６
千
円
の
減
額
。

﹇
質
疑
・
意
見
﹈

ほ
場
整
備
の
工
区
が
法
務
局
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
た
め
減
額
と
な
っ
た
が
、
来
年
度
に
更
新
す
る

際
は
今
回
の
減
額
分
を
計
上
す
る
の
か
。

国
土
調
査
の
成
果
量
が
多
く
、
法
務
局
で
登
記
簿
へ

の
反
映
が
令
和
７
年
度
中
に
完
了
し
な
か
っ
た
た

め
地
図
更
新
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
地

図
更
新
は
毎
年
実
施
し
て
お
り
経
費
も
単
年
度
予

算
で
あ
る
た
め
、
今
回
の
減
額
分
を
繰
り
越
し
て

計
上
す
る
も
の
で
は
な
い
。

【
子
育
て
支
援
課
関
係
】

　
児
童
手
当
等
給
付
事
業
は
、
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
標
準

化
に
伴
う
保
育
料
納
付
書
の
仕
様
変
更
で
用
紙
代
を
30

万
７
千
円
増
額
。

【
住
民
課
関
係
】

　
福
祉
医
療
費
給
付
事
業
は
、

受
給
者
の
医
療
費
増
加
に
伴
い
、

子
ど
も
医
療
給
付
費
３
０
０
万

円
と
障
害
者
医
療
給
付
費
１
５

０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

　
環
境
衛
生
事
業
の
主
な
も
の

は
、
落
倉
地
区
で
発
生
し
た
原

因
不
明
の
油
の
自
噴
対
応
で
74
万
７
千
円
増
額
。

【
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
関
係
】

　
図
書
館
事
業
は
、
図
書
館
職
員
の
勤
務
形
態
変
更
に

よ
り
15
万
８
千
円
増
額
。
図
書
館
建
設
用
地
取
得
に
伴

う
立
木
補
償
費
45
万
９
千
円
を
増
額
。
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
事
業
は
、
青
鬼
神
社
修
理
工
事
の
内
容
見
直
し

に
よ
り
１
１
３
万
４
千
円
の
減
額
。

議
案
第
29
号

令
和
７
年
度
白
馬
村
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
８
８
万
５
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
11
億
４
８
３
５
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
施
行
に
向
け
た
シ

ス
テ
ム
改
修
を
計
上
す
る
も
の
。

議
案
第
30
号

令
和
７
年
度
白
馬
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
２
３
４
万
６
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
１
億
６
６
７
１
万
６
千
円
と
す

る
も
の
。

保
険
料
試
算
に
伴
う
区
分
間
の
増
減
。
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
制
度
対
応
の
シ
ス
テ
ム
改
修
や
広

域
連
合
負
担
金
の
増
額
に
よ
る
も
の
。

主
な
議
案
の
審
査
内
容

議案の概要議案の概要

議案の概要

議案の概要 議案の概要

議案の概要議案の概要

か ら審 義 総務社会委員会

、
は
覧
一
の
果
結
査
審
←

９

温泉資源の保護と安定供給の確保のため
鉱泉源振興基金条例の制定

議
案
第
６
号

白
馬
村
農
業
用
水
小
水
力
発
電
施
設
運
営
基

金
条
例
の
制
定

農
業
用
水
小
水
力
発
電
施
設
の
適
切
な
管
理
運
営

を
目
的
に
、
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の
基
金
を
設

置
す
る
た
め
の
も
の
。

議
案
第
７
号

白
馬
村
農
業
用
水
小
水
力
発
電
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

農
業
用
水
小
水
力
発
電
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
し
、
必
要
な
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

﹇
質
疑
・
意
見
﹈

　
今
後
、新
た
に
小
水
力
発
電
施
設
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、

本
条
例
の
第
３
条
に
付
け
足
す
形
に
な
る
の
か
。

　
第
３
条
の
条
文
に
追
加
し
て
い
く
形
に
な
る
。

議
案
第
９
号

白
馬
村
鉱
泉
源
振
興
基
金
条
例
の
制
定

　
　

温
泉
資
源
の
保
護
と
安
定
供
給
の
確
保
、
利
用
環

境
の
整
備
等
に
よ
り
、
温
泉
資
源
の
持
続
可
能
性

を
確
保
す
る
目
的
か
ら
、
鉱
泉
源
の
保
護
管
理
施

設
へ
の
整
備
に
資
す
る
事
業
の
財
源
を
確
保
す
る

た
め
の
基
金
を
設
置
す
る
た
め
の
も
の
。

議
案
第
28
号

令
和
７
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
補
正
予
算(

第

７
号
）
所
管
事
項

【
農
政
課
関
係
】

　
野
平
地
区
の
災
害
復
旧
工
事
に
伴
う
設
計
内
容
の
変
更

と
、
ほ
場
整
備
事
業
の
事
業
完
了
に
よ
る
精
算
で
農
地
費

３
７
０
４
万
円
減
額
。
森
林
整
備
事
業
完
了
に
よ
る
精
算

で
１
５
２
万
４
千
円
の
減
額
。
令
和
６
年
の
豪
雨
災
害
に

よ
る
、
堀
之
内
地
区
谷
地
川
の
頭
首
工
工
事
の
変
更
増
加

に
伴
い
過
年
発
生
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
に
77

万
円
増
額
。

【
観
光
課
関
係
】

　
12
月
よ
り
４
台
体
制
で
運
行
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
委

託
業
者
の
運
行
許
可
申
請
の
手
続
き
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
運
行
日
数
が
減
っ
た
こ
と
と
、
昨
年
度
の
実
績
に
よ

り
３
月
の
夜
間
運
行
を
や
め
た
こ
と
に
よ
り
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
運
行
事
業
費
を
４
３
８
万
２
千
円
減
額
。
事
業
の

精
算
に
よ
る
観
光
振
興
負
担
金
を
４
９
７
万
７
千
円
減

額
。
宿
泊
事
業
者
の
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
に
４
３
４
９
万

３
千
円
減
額
。

﹇
質
疑
・
意
見
﹈

ナ
イ
ト
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
早
期
運
行
終
了
は
、

観
光
課
内
の
判
断
で
決
め
た
の
か
、
ま
た
、
運
行
会

社
と
の
契
約
上
の
理
由
は
あ
る
の
か
。

今
年
度
の
運
行
実
績
と
例
年
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
乗

車
数
が
急
激
に
減
る
た
め
、
費
用
対
効
果
を
勘
案
し

た
う
え
で
、
３
月
の
運
行
を
取
り
や
め
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
運
行
会
社
と
調
整
を
し
た
が
、
月
途
中

の
運
行
は
、
投
資
効
果
が
見
込
め
な
い
と
い
う
こ
と

で
判
断
し
た
。

【
建
設
課
関
係
】

　
駅
前
無
電
柱
化
に
伴
う
地
元
負
担
金
に
５
２
６
万
５
千

円
増
額
。
地
区
へ
の
資
材
等
の
原
材
料
費
に
１
０
０
万
円

増
額
。

【
上
下
水
道
課
関
係
】

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
白
馬
山
麓
事
務
組
合
派
遣
職
員

に
係
る
人
件
費
を
下
水
道
事
業
会
計
か
ら
振
り
替
え
１
５

５
万
円
の
減
額
。
派
遣
職
員
の
白
馬
村
負
担
分
に
下
水
道

事
業
会
計
補
助
金
５
７
１
万
４
千
円
減
額
。
衛
生
費
の
負

担
金
と
合
わ
せ
た
白
馬
村
負
担
分
に
白
馬
山
麓
事
務
組
合

等
負
担
金
４
１
６
万
４
千
円
増
額
。

議
案
第
31
号

令
和
７
年
度
白
馬
村
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

収
益
的
収
入
に
７
２
７
万
１
千
円
を
増
額
し
、
収

益
的
収
入
総
額
を
４
億
１
５
５
万
４
千
円
と
し
、

収
益
的
支
出
に
３
４
６
万
円
を
増
額
し
、
収
益
的

支
出
総
額
を
３
億
２
４
９
１
万
８
千
円
と
す
る
も

の
。

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出
の
主
な
増
額
は
、
白
馬

村
上
下
水
道
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
に
係
る
国
庫
補
助
金

の
計
上
と
令
和
６
年
度
末
新
規
登
録
分
の
有
形
固

定
資
産
減
価
償
却
費
が
主
な
も
の
。

議
案
第
32
号

令
和
７
年
度
白
馬
村
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

収
益
的
収
入
に
５
７
１
万
４
千
円
を
減
額
し
、
収

益
的
収
入
総
額
を
４
億
８
５
９
０
万
３
千
円
と
し
、

収
益
的
支
出
に
37
万
２
千
円
を
増
額
し
、
収
益
的

支
出
総
額
を
４
億
７
９
１
０
万
円
と
す
る
も
の
。

予
算
第
４
条
本
文
括
弧
書
の
「
不
足
す
る
額
１
億

１
６
１
０
万
３
千
円
」
を
「
不
足
す
る
額
１
億
７

７
５
万
６
千
円
」
に
改
め
、
資
本
的
収
入
を
８
３

７
万
７
千
円
増
額
し
、
資
本
的
収
入
総
額
を
４
億

４
４
９
４
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

資
本
的
収
入
の
主
な
増
額
は
、
白
馬
山
麓
事
務
組

合
負
担
金
人
件
費
分
に
よ
る
も
の
。

議案の概要議案の概要

議案の概要議案の概要

議案の概要

か ら審 義 産業経済委員会

７ 白馬議会だより　156号　令和８年4月30日 ６白馬議会だより　156号　令和８年4月30日



議案番号 案　件 総務社会
委員会

産業経済
委員会 議決結果

報告第１号 損害賠償事件に係る損害賠償額の専決処分報告について

委員会付託なし
報告

議案第２号 令和７年度白馬村一般会計補正予算（第６号） 可決

議案第３号 工事変更請負契約の締結について 可決

議案第４号 白馬村白馬町交流センターの指定管理者の指定について 〇 － 可決

議案第５号 白馬村飯田交流センターの指定管理者の指定について － 〇 可決

議案第６号 白馬村農業用水小水力発電施設運営基金条例の制定について － 〇 可決

議案第７号 白馬村農業用水小水力発電施設の設置及び管理に関する条例の制定について － 〇 可決

議案第８号 白馬村環境基本条例の制定について 〇 － 可決
（反対：伊藤）

議案第９号 白馬村鉱泉源振興基金条例の制定について － 〇 可決

議案第10号 白馬村こどもの笑顔応援条例の制定について 〇 － 可決

議案第11号 白馬村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について 〇 － 可決

議案第12号 白馬村特定乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について 〇 － 可決

議案第13号 白馬村認定こども園しろうま保育園担任手当に関する条例の制定について 〇 － 可決

議案第14号 白馬村議会議員及び白馬村長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の一部を改正する条例について 〇 〇 可決

議案第15号 白馬村課設置条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第16号 白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部を改正する条例について － 〇 可決

議案第17号 フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第18号 パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第19号 職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第20号 白馬村税条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第21号 白馬村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第22号 白馬村地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化を図るための
固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

（反対：鈴木）
議案第23号 白馬村使用料条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第24号 白馬村学校給食費徴収条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第25号 白馬村ジャンプ競技場条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第26号 白馬村ウイング21条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第27号 白馬村保育料条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第28号 令和７年度白馬村一般会計補正予算（第７号） 〇 〇 可決
（反対：伊藤）

議案第29号 令和７年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号） 〇 － 可決

議案第30号 令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 〇 － 可決

議案第31号 令和７年度白馬村水道事業会計補正予算（第３号） － 〇 可決

議案第32号 令和７年度白馬村下水道事業会計補正予算（第３号） － 〇 可決

議案第33号 令和８年度白馬村一般会計予算 〇 〇 可決
（反対：伊藤）

議案第34号 令和８年度白馬村国民健康保険勘定特別会計予算 〇 － 可決

議案第35号 令和８年度白馬村後期高齢者医療特別会計予算 〇 － 可決

議案第36号 令和８年度白馬村水道事業会計予算 － 〇 可決

議案第37号 令和８年度白馬村下水道事業会計予算 － 〇 可決

議案第38号 工事変更請負契約の締結について

委員会付託なし
可決

同意第１号 白馬村教育委員会教育長の任命について 同意

同意第２号 白馬村固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

第１回定例会　議決結果
豊かな自然環境を将来へ継承するため、環境保
全の基本理念及び村・事業者・村民の責務を明
らかにするとともに、施策を総合的かつ計画的
に推進し、ゼロカーボンシティの実現と持続可
能な発展に寄与するため、条例を制定するもの。

［質疑・意見］
環境基本条例は前議会で否決された経緯
　があるが、見直しのうえ再提出されたもの

であり、現在は理念となる基本条例がない状況で
あることから、早期に制定されるべきである。

【討論】
　気候非常事態宣言やゼロカーボンビジョ
　ンを前提とした内容であるが、気候状況

の認識やCO2排出の考え方については別の視点
も含め、内容を再度精査すべきと考え反対する。

　本条例は村の環境や景観に関する理念を
　示すものであり、すでにある景観条例等

の基礎となる理念条例は必要であると考え賛成
する。

子ども・子育て支援法において準用する規定に
基づき、実施される特定乳児等通園支援事業に
ついて、給付事業としての適正な実施及び利用
者保護を確保するため、設備及び運営に関する
基準を条例で定めるもの。

  議案第８号
白馬村環境基本条例の制定

  議案第11号
白馬村乳児等通園支援事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の制定

  議案第12号
白馬村特定乳児等通園支援事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の制定

  議案第10号
白馬村こどもの笑顔応援条例の制定

すべてのこどもが健やかに成長し、子育てをす
るすべての人が安心と誇りをもって暮らすこと
ができる地域社会の実現を図るため、こども・
子育て支援に関する基本理念及び各主体の責務
等を定めた本条例を制定するもの。

［質疑・意見］
この条例名にした理由は。

当初はよくある名称だったが、白馬村は子
育て支援に力を入れているのでこの名称に
した。

児童福祉法の一部改正により創設された乳児等
通園支援事業について、条例を定めるもの。

［質疑・意見］
待機児童が解消されなければ、「こども誰で
も通園制度」の受入れはできないのか。
受入れができないわけではないが、村とし
てはまず保育園・認定こども園を希望する
児童の受入れを優先し、施設に余裕がある
場合に制度を開始する考えである。公立の
しろうま保育園はその方針であり、民間施
設も基準を満たせば対象となり得るが、現
状ではすぐに制度を開始するのは難しいと
考えている。
今のところこの制度に該当する児童の把握
はできていない状況か。
そのとおり。全国どこからでも使える制度
で、利用者数も読めないので、受け入れは
現時点では難しいと考える。

新たな条例を
制定しました

意見

反対

賛成

問

答

問

答

問

答
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議案番号 案　件 総務社会
委員会

産業経済
委員会 議決結果

報告第１号 損害賠償事件に係る損害賠償額の専決処分報告について

委員会付託なし
報告

議案第２号 令和７年度白馬村一般会計補正予算（第６号） 可決

議案第３号 工事変更請負契約の締結について 可決

議案第４号 白馬村白馬町交流センターの指定管理者の指定について 〇 － 可決

議案第５号 白馬村飯田交流センターの指定管理者の指定について － 〇 可決

議案第６号 白馬村農業用水小水力発電施設運営基金条例の制定について － 〇 可決

議案第７号 白馬村農業用水小水力発電施設の設置及び管理に関する条例の制定について － 〇 可決

議案第８号 白馬村環境基本条例の制定について 〇 － 可決
（反対：伊藤）

議案第９号 白馬村鉱泉源振興基金条例の制定について － 〇 可決

議案第10号 白馬村こどもの笑顔応援条例の制定について 〇 － 可決

議案第11号 白馬村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について 〇 － 可決

議案第12号 白馬村特定乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について 〇 － 可決

議案第13号 白馬村認定こども園しろうま保育園担任手当に関する条例の制定について 〇 － 可決

議案第14号 白馬村議会議員及び白馬村長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の一部を改正する条例について 〇 〇 可決

議案第15号 白馬村課設置条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第16号 白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部を改正する条例について － 〇 可決

議案第17号 フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第18号 パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第19号 職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第20号 白馬村税条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第21号 白馬村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第22号 白馬村地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化を図るための
固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

（反対：鈴木）
議案第23号 白馬村使用料条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第24号 白馬村学校給食費徴収条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第25号 白馬村ジャンプ競技場条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第26号 白馬村ウイング21条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第27号 白馬村保育料条例の一部を改正する条例について 〇 － 可決

議案第28号 令和７年度白馬村一般会計補正予算（第７号） 〇 〇 可決
（反対：伊藤）

議案第29号 令和７年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号） 〇 － 可決

議案第30号 令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 〇 － 可決

議案第31号 令和７年度白馬村水道事業会計補正予算（第３号） － 〇 可決

議案第32号 令和７年度白馬村下水道事業会計補正予算（第３号） － 〇 可決

議案第33号 令和８年度白馬村一般会計予算 〇 〇 可決
（反対：伊藤）

議案第34号 令和８年度白馬村国民健康保険勘定特別会計予算 〇 － 可決

議案第35号 令和８年度白馬村後期高齢者医療特別会計予算 〇 － 可決

議案第36号 令和８年度白馬村水道事業会計予算 － 〇 可決

議案第37号 令和８年度白馬村下水道事業会計予算 － 〇 可決

議案第38号 工事変更請負契約の締結について

委員会付託なし
可決

同意第１号 白馬村教育委員会教育長の任命について 同意

同意第２号 白馬村固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

第１回定例会　議決結果
豊かな自然環境を将来へ継承するため、環境保
全の基本理念及び村・事業者・村民の責務を明
らかにするとともに、施策を総合的かつ計画的
に推進し、ゼロカーボンシティの実現と持続可
能な発展に寄与するため、条例を制定するもの。

［質疑・意見］
環境基本条例は前議会で否決された経緯
　があるが、見直しのうえ再提出されたもの

であり、現在は理念となる基本条例がない状況で
あることから、早期に制定されるべきである。

【討論】
　気候非常事態宣言やゼロカーボンビジョ
　ンを前提とした内容であるが、気候状況

の認識やCO2排出の考え方については別の視点
も含め、内容を再度精査すべきと考え反対する。

　本条例は村の環境や景観に関する理念を
　示すものであり、すでにある景観条例等

の基礎となる理念条例は必要であると考え賛成
する。

子ども・子育て支援法において準用する規定に
基づき、実施される特定乳児等通園支援事業に
ついて、給付事業としての適正な実施及び利用
者保護を確保するため、設備及び運営に関する
基準を条例で定めるもの。

  議案第８号
白馬村環境基本条例の制定

  議案第11号
白馬村乳児等通園支援事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の制定

  議案第12号
白馬村特定乳児等通園支援事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の制定

  議案第10号
白馬村こどもの笑顔応援条例の制定

すべてのこどもが健やかに成長し、子育てをす
るすべての人が安心と誇りをもって暮らすこと
ができる地域社会の実現を図るため、こども・
子育て支援に関する基本理念及び各主体の責務
等を定めた本条例を制定するもの。

［質疑・意見］
この条例名にした理由は。

当初はよくある名称だったが、白馬村は子
育て支援に力を入れているのでこの名称に
した。

児童福祉法の一部改正により創設された乳児等
通園支援事業について、条例を定めるもの。

［質疑・意見］
待機児童が解消されなければ、「こども誰で
も通園制度」の受入れはできないのか。
受入れができないわけではないが、村とし
てはまず保育園・認定こども園を希望する
児童の受入れを優先し、施設に余裕がある
場合に制度を開始する考えである。公立の
しろうま保育園はその方針であり、民間施
設も基準を満たせば対象となり得るが、現
状ではすぐに制度を開始するのは難しいと
考えている。
今のところこの制度に該当する児童の把握
はできていない状況か。
そのとおり。全国どこからでも使える制度
で、利用者数も読めないので、受け入れは
現時点では難しいと考える。

新たな条例を
制定しました

意見

反対

賛成

問

答

問

答

問

答
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【
農
業
用
水
の
管
理
に
つ
い
て
】

冬
期
間
、
水
が
流
れ
て

い
る
と
こ
ろ
と
流
れ
て

な
い
所
が
あ
る
が
、
何
故
か
。

水
路
の
日
常
的
な
維
持

管
理
は
、
行
政
区
や
耕

作
者
等
関
係
者
の
皆
様
が
協
力

し
て
担
っ
て
も
ら
う
の
が
基
本

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

実
情
や
必
要
性
に
応
じ
た
運
用

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
で
は
、

集
落
支
援
員
制
度
の
活
用
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

田
植
え
の
時
期
に
水
不

足
な
の
も
問
題
で
あ
る

が
、
苗
代
の
代
搔
時
期
に
水
不

足
に
な
っ
て
し
ま
う
と
雪
中
苗

代
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う

た
め
、
一
ヵ
月
ほ
ど
早
く
流
し

て
ほ
し
い
が
。

近
年
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の

発
生
が
増
加
し
、
松
川

の
し
ん
せ
ぎ
取
水
口
に
大
量
の

土
砂
等
が
堆
積
す
る
と
い
っ
た

事
案
が
年
に
複
数
回
発
生
し
て

い
ま
す
。
用
水
の
安
定
確
保
と

地
区
役
員
皆
様
の
負
担
軽
減
を

図
る
観
点
か
ら
、
村
と
し
て
も

可
能
な
限
り
迅
速
に
土
砂
上
げ

等
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

秋
の
農
作
業
時
期
に
水

が
止
ま
る
が
、
畑
に
も

水
は
必
要
で
あ
る
。
村
は
コ
メ

農
家
だ
け
の
為
に
水
を
流
し
て

い
る
の
か
。

一
般
的
に
河
川
法
に
基

づ
く
か
ん
が
い
用
水
は
、

秋
以
降
に
非
か
ん
が
い
期
と
な

る
こ
と
か
ら
、
取
水
量
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
時
期
に
よ
り
通
水

量
が
変
動
し
ま
す
。
ま
た
、
白

馬
村
を
含
む
北
ア
ル
プ
ス
地
域

は
、
古
く
か
ら
の
水
田
単
作
地

帯
と
し
て
農
産
物
全
体
に
対
す

る
米
の
生
産
割
合
が
突
出
し
て

い
ま
す
が
、
米
作
と
い
う
特
定

の
農
家
の
み
を
対
象
と
し
た
運

用
を
お
こ
な
っ
て
い
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

白
馬
町
と
深
空
の
土
地

改
良
区
に
つ
い
て
は
側

溝
が
出
来
て
い
る
が
、
水
下
が

土
側
溝
で
あ
る
た
め
水
の
流
れ

が
悪
く
、
詰
ま
り
や
す
い
。
そ

の
部
分
に
つ
い
て
も
、Ｕ
字
溝
の

設
置
を
し
な
い
の
か
。

北
城
南
部
圃
場
整
備
エ

リ
ア
で
は
、
用
排
水
路

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
エ
リ
ア
外
に
は
未
整

備
の
土
側
溝
な
ど
も
多
く
存
在

し
て
い
る
た
め
、
優
先
度
を
見

極
め
な
が
ら
段
階
的
に
対
応
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
事
業
の
検
討

と
と
も
に
地
区
か
ら
の
継
続
的

な
要
望
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応

じ
て
材
料
支
給
等
の
支
援
も
含

め
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

冬
季
期
間
中
に
全
く
水

が
来
な
か
っ
た
と
い
う

経
緯
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
地
区

だ
け
で
対
応
す
る
の
は
難
し
い

と
思
う
が
、
そ
の
部
分
に
つ
い

て
は
ど
う
な
の
か
。

非
か
ん
が
い
期
と
な
る

た
め
水
量
が
決
め
ら
れ

て
し
ま
い
、
一
番
多
い
時
と
比

較
し
て
３
分
の
１
程
度
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
村
と
し
て
は
決
め

ら
れ
た
水
量
は
し
ん
せ
ぎ
の
取

り
入
れ
口
か
ら
流
す
よ
う
に
配

慮
を
し
て
い
ま
す
。

冬
季
期
間
に
雑
排
槽
か

ら
処
理
水
が
水
路
に
流

れ
込
ん
で
い
る
た
め
、
水
が
濁

り
、
臭
気
が
出
て
い
る
。
水
を

流
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ
れ
ら

が
少
し
は
緩
和
す
る
と
考
え
る

が
。

該
当
の
箇
所
に
つ
い
て

は
、
当
然
下
水
道
の
区

域
内
で
あ
る
の
で
、
下
水
の
加

入
に
関
し
ま
し
て
、
広
報
、
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
直
接
通
知

文
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

答

答

問

問

答

問

答

答

問答

春先に水の来ない堰

各
地
区
で
管
理
、
集
落
支
援
員

制
度
の
活
用
も
検
討

答
今
後
の
農
業
用
水
の
管
理

に
つ
い
て
は

問問問
　一般質問は、議員の日常活動
と 調 査・研 究、住 民 の 声 や 自 身
の考え方をもとに、村長や教育
長などの方針を問うものです。
　議会だよりでは、紙面の都合上、
質問者が要約して掲載していま
す。本会議はユーテレ白馬でご
覧いただけます。

北ア横断トンネル構想（朝日・白馬ルート）実現を目指す朝日町議会との議員連絡協議会（４月８日）

フォトニュース

質問者一覧

 

内川 史朗

今後の農業用水の管理については
　内川　史朗 ……………………………… 11
宿泊税の使途の決定は
　丸山　和之 ……………………………… 12
繁忙期の避難対策は十分か
　丸山　宏充 ……………………………… 13
公共インフラの維持と下支えについて
　酒井　洋 ………………………………… 14

白馬村行政の発信力と情報管理は
　永井　勝則 ……………………………… 15
庁舎管理と将来整備の考えは
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フォトニュース

質問者一覧

 

内川 史朗

今後の農業用水の管理については
　内川　史朗 ……………………………… 11
宿泊税の使途の決定は
　丸山　和之 ……………………………… 12
繁忙期の避難対策は十分か
　丸山　宏充 ……………………………… 13
公共インフラの維持と下支えについて
　酒井　洋 ………………………………… 14

白馬村行政の発信力と情報管理は
　永井　勝則 ……………………………… 15
庁舎管理と将来整備の考えは
　太田　学 ………………………………… 16
当村の日本人の減少をどう考えるか
　伊藤　まゆみ …………………………… 17
宿泊税の使途管理を外部団体に委ねてよいか
　鈴木　均 ………………………………… 18

一般質問一般質問
安全で活力ある
　村づくりをめざして
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【
観
光
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

つ
い
て
】行

政
の
責
務
と
し
て
「
住

民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
住
民

と
観
光
客
の
関
係
性
を
ど
う
整

理
し
て
い
る
の
か
。

行
政
の
第
一
の
責
務
は
、

住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

上
で
、
本
村
は
観
光
地
で
あ
り

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と

か
ら
、
災
害
時
に
は
観
光
客
の

安
全
確
保
も
重
要
な
課
題
と
な

り
ま
す
。
住
民
の
安
全
確
保
を

基
本
と
し
つ
つ
、
宿
泊
施
設
や

観
光
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら

観
光
客
へ
の
情
報
提
供
や
避
難

誘
導
な
ど
を
行
い
、
地
域
全
体

と
し
て
安
全
確
保
に
取
り
組
む

考
え
で
す
。

繁
忙
期
に
は
住
民
数
を

上
回
る
観
光
客
が
滞
在

す
る
。
災
害
時
の
避
難
誘
導
や

安
否
確
認
は
ど
こ
ま
で
想
定
さ

れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
住
民

と
観
光
客
が
同
時
に
避
難
所
を

利
用
す
る
場
合
の
運
営
や
備
蓄

物
資
の
確
保
・
配
分
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

宿
泊
施
設
や
観
光
事
業

者
と
連
携
し
、
観
光
客

へ
の
情
報
提
供
や
避
難
誘
導
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
避

難
所
が
不
足
す
る
場
合
は
宿
泊

施
設
な
ど
の
活
用
も
想
定
し
、

備
蓄
物
資
に
つ
い
て
は
住
民
分

を
基
本
に
関
係
機
関
と
連
携
し

て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

宿
泊
施
設
に
お
け
る
災

害
時
の
初
動
対
応
や
情

報
伝
達
に
つ
い
て
、
村
と
し
て

統
一
し
た
対
応
方
針
や
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
あ
る
の
か
。

観
光
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
お
い
て
基
本
的
な
対

応
方
針
を
示
し
て
お
り
、
宿
泊

事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
情
報

伝
達
や
避
難
誘
導
な
ど
の
対
応

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
多
言
語
に
よ

る
情
報
発
信
に
つ
い
て
、

防
災
無
線
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ア
プ
リ

な
ど
を
含
め
、
村
と
し
て
ど
の

よ
う
な
体
制
を
整
え
て
い
る
の

か
。

防
災
無
線
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を

活
用
し
、
必
要
に
応
じ
て
多
言

語
で
情
報
発
信
を
行
う
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
係

機
関
や
観
光
事
業
者
と
連
携
し
、

外
国
人
観
光
客
へ
の
情
報
提
供

に
努
め
て
い
ま
す
。

現
行
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

今
後
ど
の
よ
う
に
見
直

し
、
実
効
性
を
高
め
て
い
く
考

え
か
。

観
光
地
と
し
て
多
く
の

来
訪
者
が
あ
る
本
村
の

特
性
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
や

観
光
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

見
直
し
を
行
い
、
訓
練
や
検
証

を
通
じ
て
実
効
性
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
防
災
課
の
新
設

や
防
災
監
の
配
置
な
ど

体
制
強
化
を
検
討
し
て
い
る
の

か
。

現
在
は
総
務
課
を
中
心

に
防
災
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
の
災
害
対
応

力
の
強
化
に
向
け
、
他
自
治
体

の
事
例
な
ど
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
必
要
な
体
制
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

問

答問答答 問

問答

問問 答

行政HPから参照できる観光防災マニュアル

丸山 宏充

【
宿
泊
税
に
つ
い
て
】

宿
泊
税
の
導
入
の
経
緯

は
。

既
存
財
源
の
み
で
は
観

光
振
興
に
必
要
な
財
源

を
安
定
か
つ
継
続
的
に
確
保
す

る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
５
月

に
「
白
馬
村
観
光
振
興
の
た
め

の
財
源
確
保
検
討
委
員
会
」
設

置
検
討
を
開
始
し
、
令
和
６
年

10
月
に
同
委
員
会
か
ら
、
法
定

外
目
的
税
で
あ
る
宿
泊
税
の
導

入
に
よ
り
、
観
光
振
興
の
た
め

の
財
源
を
確
保
す
べ
き
と
の
答

申
が
な
さ
れ
、
検
討
し
た
結
果
、

令
和
７
年
３
月
定
例
会
に
条
例

案
を
提
出
し
、
議
会
に
お
い
て

可
決
い
た
だ
き
、
令
和
７
年
９

月
30
日
付
で
総
務
大
臣
の
同
意

を
得
て
正
式
に
導
入
が
決
定
し

ま
し
た
。制

度
を
県
に
準
ず
る
形

と
し
た
理
由
は
。

宿
泊
者
と
宿
泊
事
業
者

に
と
っ
て
分
か
り
や
す

く
、
事
務
負
担
の
少
な
い
制
度

と
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

税
額
を
定
率
制
と
す
る
点
や
、

課
税
免
除
な
ど
の
制
度
設
計
に

つ
い
て
県
に
準
ず
る
内
容
と
し

ま
し
た
。宿

泊
税
の
使
途
の
決
定

は
ど
の
よ
う
な
形
で
決

定
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の

透
明
性
の
確
保
は
。

白
馬
村
観
光
地
経
営
会

議
に
お
い
て
、
使
途
管

理
団
体
か
ら
の
事
業
計
画
や
実

績
の
報
告
を
受
け
て
、
選
定
結

果
や
実
績
の
検
証
、
評
価
を
審

議
し
て
、
村
長
へ
答
申
し
ま
す
。

そ
の
答
申
を
受
け
た
村
は
、
宿

泊
税
を
積
み
立
て
た
基
金
か
ら

予
算
を
繰
り
入
れ
て
予
算
編
成

を
行
い
、
議
会
の
承
認
を
得
る

こ
と
や
、
活
用
し
た
事
業
を
取

り
ま
と
め
公
表
し
て
、
関
係
条

例
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
ス

キ
ー
ム
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

透
明
性
が
担
保
さ
れ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

徴
収
に
関
す
る
問
題
点

は
。

新
た
な
事
務
負
担
が
発

生
す
る
こ
と
に
加
え
て
、

シ
ス
テ
ム
改
修
費
等
の
新
た
な

経
費
負
担
が
生
じ
る
点
と
素
泊

ま
り
料
金
の
明
確
な
査
定
基
準

の
整
備
、
免
税
店
及
び
課
税
免

除
の
適
切
な
運
用
、
経
営
形
態

や
経
営
主
体
を
問
わ
ず
、
漏
れ

の
な
い
賦
課
徴
収
の
徹
底
の
必

要
な
ど
の
制
度
の
適
切
な
運
用

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

観
光
関
連
に
有
効
な
法

定
外
目
的
税
は
宿
泊
税

以
外
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考

え
ら
れ
る
の
か
。

観
光
関
連
の
法
定
外
目

的
税
と
し
て
、
他
自
治

体
の
例
で
い
う
と
、
遊
漁
行
為

に
課
税
す
る
山
梨
県
富
士
河
口

湖
町
の
「
遊
漁
税
」、
駐
車
行
為

に
課
税
す
る
岐
阜
県
高
山
市
の

「
乗
鞍
環
境
保
全
税
」
な
ど
が
あ

り
、
本
村
も
、
国
内
外
の
事
例

も
参
考
に
し
な
が
ら
、
法
定
外

目
的
税
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
財
源
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

今
後
、
財
政
構
造
を
見

直
し
て
い
く
考
え
は
あ

る
か
。

財
政
構
造
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
人
口
減
少

に
伴
う
村
税
の
減
収
や
、
社
会

保
障
費
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、

財
政
環
境
が
極
め
て
厳
し
い
局

面
に
つ
な
が
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
重
要
で
あ
り
、
国
か

ら
の
地
方
交
付
税
に
過
度
に
依

存
す
る
構
造
か
ら
脱
却
し
、
自

立
し
た
行
財
政
運
営
を
行
う
た

め
に
独
自
財
源
の
確
保
と
、
聖

域
な
き
財
政
構
造
の
見
直
し
が

急
務
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

問答答

問答

問答問答

問答

問答

宿泊税のリーフレット

関
係
条
例
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ

る
枠
組
み

答
宿
泊
税
の
使
途
の
決
定
は

問

丸山 和之

避
難
所
が
不
足
し
た
場
合
は

宿
泊
施
設
で
対
応

答
繁
忙
期
の
避
難
対
応
は

十
分
か

問

防災倉庫
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【
観
光
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

つ
い
て
】行

政
の
責
務
と
し
て
「
住

民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
住
民

と
観
光
客
の
関
係
性
を
ど
う
整

理
し
て
い
る
の
か
。

行
政
の
第
一
の
責
務
は
、

住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

上
で
、
本
村
は
観
光
地
で
あ
り

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と

か
ら
、
災
害
時
に
は
観
光
客
の

安
全
確
保
も
重
要
な
課
題
と
な

り
ま
す
。
住
民
の
安
全
確
保
を

基
本
と
し
つ
つ
、
宿
泊
施
設
や

観
光
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら

観
光
客
へ
の
情
報
提
供
や
避
難

誘
導
な
ど
を
行
い
、
地
域
全
体

と
し
て
安
全
確
保
に
取
り
組
む

考
え
で
す
。

繁
忙
期
に
は
住
民
数
を

上
回
る
観
光
客
が
滞
在

す
る
。
災
害
時
の
避
難
誘
導
や

安
否
確
認
は
ど
こ
ま
で
想
定
さ

れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
住
民

と
観
光
客
が
同
時
に
避
難
所
を

利
用
す
る
場
合
の
運
営
や
備
蓄

物
資
の
確
保
・
配
分
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

宿
泊
施
設
や
観
光
事
業

者
と
連
携
し
、
観
光
客

へ
の
情
報
提
供
や
避
難
誘
導
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
避

難
所
が
不
足
す
る
場
合
は
宿
泊

施
設
な
ど
の
活
用
も
想
定
し
、

備
蓄
物
資
に
つ
い
て
は
住
民
分

を
基
本
に
関
係
機
関
と
連
携
し

て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

宿
泊
施
設
に
お
け
る
災

害
時
の
初
動
対
応
や
情

報
伝
達
に
つ
い
て
、
村
と
し
て

統
一
し
た
対
応
方
針
や
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
あ
る
の
か
。

観
光
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
お
い
て
基
本
的
な
対

応
方
針
を
示
し
て
お
り
、
宿
泊

事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
情
報

伝
達
や
避
難
誘
導
な
ど
の
対
応

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
多
言
語
に
よ

る
情
報
発
信
に
つ
い
て
、

防
災
無
線
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ア
プ
リ

な
ど
を
含
め
、
村
と
し
て
ど
の

よ
う
な
体
制
を
整
え
て
い
る
の

か
。

防
災
無
線
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を

活
用
し
、
必
要
に
応
じ
て
多
言

語
で
情
報
発
信
を
行
う
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
係

機
関
や
観
光
事
業
者
と
連
携
し
、

外
国
人
観
光
客
へ
の
情
報
提
供

に
努
め
て
い
ま
す
。

現
行
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

今
後
ど
の
よ
う
に
見
直

し
、
実
効
性
を
高
め
て
い
く
考

え
か
。

観
光
地
と
し
て
多
く
の

来
訪
者
が
あ
る
本
村
の

特
性
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
や

観
光
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

見
直
し
を
行
い
、
訓
練
や
検
証

を
通
じ
て
実
効
性
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
防
災
課
の
新
設

や
防
災
監
の
配
置
な
ど

体
制
強
化
を
検
討
し
て
い
る
の

か
。

現
在
は
総
務
課
を
中
心

に
防
災
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
の
災
害
対
応

力
の
強
化
に
向
け
、
他
自
治
体

の
事
例
な
ど
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
必
要
な
体
制
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

問

答問答答 問

問答

問問 答

行政HPから参照できる観光防災マニュアル

丸山 宏充

【
宿
泊
税
に
つ
い
て
】

宿
泊
税
の
導
入
の
経
緯

は
。

既
存
財
源
の
み
で
は
観

光
振
興
に
必
要
な
財
源

を
安
定
か
つ
継
続
的
に
確
保
す

る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
５
月

に
「
白
馬
村
観
光
振
興
の
た
め

の
財
源
確
保
検
討
委
員
会
」
設

置
検
討
を
開
始
し
、
令
和
６
年

10
月
に
同
委
員
会
か
ら
、
法
定

外
目
的
税
で
あ
る
宿
泊
税
の
導

入
に
よ
り
、
観
光
振
興
の
た
め

の
財
源
を
確
保
す
べ
き
と
の
答

申
が
な
さ
れ
、
検
討
し
た
結
果
、

令
和
７
年
３
月
定
例
会
に
条
例

案
を
提
出
し
、
議
会
に
お
い
て

可
決
い
た
だ
き
、
令
和
７
年
９

月
30
日
付
で
総
務
大
臣
の
同
意

を
得
て
正
式
に
導
入
が
決
定
し

ま
し
た
。制

度
を
県
に
準
ず
る
形

と
し
た
理
由
は
。

宿
泊
者
と
宿
泊
事
業
者

に
と
っ
て
分
か
り
や
す

く
、
事
務
負
担
の
少
な
い
制
度

と
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

税
額
を
定
率
制
と
す
る
点
や
、

課
税
免
除
な
ど
の
制
度
設
計
に

つ
い
て
県
に
準
ず
る
内
容
と
し

ま
し
た
。宿

泊
税
の
使
途
の
決
定

は
ど
の
よ
う
な
形
で
決

定
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の

透
明
性
の
確
保
は
。

白
馬
村
観
光
地
経
営
会

議
に
お
い
て
、
使
途
管

理
団
体
か
ら
の
事
業
計
画
や
実

績
の
報
告
を
受
け
て
、
選
定
結

果
や
実
績
の
検
証
、
評
価
を
審

議
し
て
、
村
長
へ
答
申
し
ま
す
。

そ
の
答
申
を
受
け
た
村
は
、
宿

泊
税
を
積
み
立
て
た
基
金
か
ら

予
算
を
繰
り
入
れ
て
予
算
編
成

を
行
い
、
議
会
の
承
認
を
得
る

こ
と
や
、
活
用
し
た
事
業
を
取

り
ま
と
め
公
表
し
て
、
関
係
条

例
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
ス

キ
ー
ム
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

透
明
性
が
担
保
さ
れ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

徴
収
に
関
す
る
問
題
点

は
。

新
た
な
事
務
負
担
が
発

生
す
る
こ
と
に
加
え
て
、

シ
ス
テ
ム
改
修
費
等
の
新
た
な

経
費
負
担
が
生
じ
る
点
と
素
泊

ま
り
料
金
の
明
確
な
査
定
基
準

の
整
備
、
免
税
店
及
び
課
税
免

除
の
適
切
な
運
用
、
経
営
形
態

や
経
営
主
体
を
問
わ
ず
、
漏
れ

の
な
い
賦
課
徴
収
の
徹
底
の
必

要
な
ど
の
制
度
の
適
切
な
運
用

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

観
光
関
連
に
有
効
な
法

定
外
目
的
税
は
宿
泊
税

以
外
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考

え
ら
れ
る
の
か
。

観
光
関
連
の
法
定
外
目

的
税
と
し
て
、
他
自
治

体
の
例
で
い
う
と
、
遊
漁
行
為

に
課
税
す
る
山
梨
県
富
士
河
口

湖
町
の
「
遊
漁
税
」、
駐
車
行
為

に
課
税
す
る
岐
阜
県
高
山
市
の

「
乗
鞍
環
境
保
全
税
」
な
ど
が
あ

り
、
本
村
も
、
国
内
外
の
事
例

も
参
考
に
し
な
が
ら
、
法
定
外

目
的
税
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
財
源
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

今
後
、
財
政
構
造
を
見

直
し
て
い
く
考
え
は
あ

る
か
。

財
政
構
造
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
人
口
減
少

に
伴
う
村
税
の
減
収
や
、
社
会

保
障
費
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、

財
政
環
境
が
極
め
て
厳
し
い
局

面
に
つ
な
が
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
重
要
で
あ
り
、
国
か

ら
の
地
方
交
付
税
に
過
度
に
依

存
す
る
構
造
か
ら
脱
却
し
、
自

立
し
た
行
財
政
運
営
を
行
う
た

め
に
独
自
財
源
の
確
保
と
、
聖

域
な
き
財
政
構
造
の
見
直
し
が

急
務
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

問答答

問答

問答問答

問答

問答

宿泊税のリーフレット

関
係
条
例
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ

る
枠
組
み

答
宿
泊
税
の
使
途
の
決
定
は

問

丸山 和之

避
難
所
が
不
足
し
た
場
合
は

宿
泊
施
設
で
対
応

答
繁
忙
期
の
避
難
対
応
は

十
分
か

問

防災倉庫
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【
広
報
誌
に
つ
い
て
】

「
広
報
は
く
ば
」
の
配
布

は
継
続
す
る
の
か
、
ま

た
高
齢
者
向
け
に
文
字
を
拡
大

し
て
は
。過

去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
に

馴
染
み
の
あ
る
層
を
含
め
て
も

「
広
報
は
く
ば
」
を
主
な
情
報
源

と
す
る
回
答
が
３
割
あ
り
、
行

政
情
報
の
到
達
手
段
と
し
て
不

可
欠
な
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
配
布
は
継
続
し
ま
す
。

今
後
は
す
べ
て
を
網
羅
す
る
の

で
は
な
く
、
重
要
度
に
応
じ
て

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
紙
面
構
成

に
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

要
点
を
少
な
い
文
字
量
で

伝
え
る
「
子
ど
も
ニ
ュ
ー

ス
」的
な
誌
面
に
し
て
は
ど
う
か
。

要
約
に
は
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
ら

ど
う
か
。全

て
の
情
報
を
伝
え
よ

う
と
す
る
と
文
字
数
が

多
く
な
り
、
結
果
文
字
が
小
さ

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
現

状
。Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
総
務
課

担
当
職
員
を
中
心
に
勉
強
会
を

企
画
中
で
す
。

【
行
政
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
つ
い
て
】

「
白
馬
村
行
政
サ
イ
ト
」

の
使
い
に
く
さ
や
Ｐ
Ｄ

Ｆ
多
用
、
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る

問
題
は
。村

サ
イ
ト
を
主
な
情
報

源
と
す
る
村
民
は
13
％

と
少
な
く
、
検
索
性
の
向
上
が

重
要
だ
と
考
え
ま
す
。Ｐ
Ｄ
Ｆ
を

多
用
す
る
背
景
に
は
、
迅
速
性

の
確
保
と
ペ
ー
ジ
の
見
た
目
の

保
持
、
膨
大
な
デ
ー
タ
量
の
管

理
と
い
う
３
つ
の
理
由
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
閲
覧
す
る
高
齢
者
に
と
っ

て
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
が
負
担
に
な
る
の

は
事
実
で
あ
り
、
今
後
は
優
先

す
べ
き
情
報
と
、
見
や
す
さ
や

操
作
性
、
検
索
の
し
や
す
さ
を

重
視
す
る
情
報
と
を
区
別
す
る

よ
う
、
運
用
方
針
を
見
直
し
ま

す
。
要
点
や
概
要
を
テ
キ
ス
ト

文
字
で
併
記
す
る
こ
と
で
、Ｐ
Ｄ

Ｆ
を
開
か
な
く
て
も
内
容
が
把

握
で
き
る
環
境
に
し
ま
す
。

訪
問
者
の
声
を
聞
く
方

法
と
し
て
、
個
々
の
ペ
ー

ジ
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

個
別
に
取
れ
る
方
法
が
あ
る
が
。

委
託
先
に
問
い
合
わ
せ

て
み
ま
す
。
も
し
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
な
ら
別
の
方

法
を
検
討
し
ま
す
。

【
公
式
Ｙ
о
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
】

「
白
馬
村
役
場
公
式
Ｙ
о
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
今
後
の
活
用
は
。

現
在
の
公
式
チ
ャ
ン
ネ

ル
に
は
、
運
用
の
工
夫

や
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
制
作
す
る
動
画

は
Ｙ
о
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
専
用
で
は

な
く
、「
ユ
ー
テ
レ
白
馬
12
c
h
」

の
番
組
と
し
て
も
活
用
で
き
る

手
法
を
考
え
ま
す
。

丸
山
村
長
は
発
信
力
を

上
げ
る
た
め
の
武
器
に

な
る
と
思
う
。
た
と
え
ば
村
長

が
電
動
自
転
車
に
乗
っ
て
神
社

や
城
跡
を
め
ぐ
る
「
白
馬
さ
ん

ぽ
」、
山
奥
に
あ
る
砂
防
ダ
ム
を

訪
れ
る
、
冒
険
や
山
歩
き
要
素

満
載
の
「
砂
防
ダ
ム
ツ
ア
ー
」

企
画
は
ど
う
か
。

村
長
　
非
常
に
興
味
深

い
ア
イ
デ
ア
で
す
。Ｐ
Ｒ

は
首
長
の
仕
事
の
１
つ
で
あ
り
、

チ
ャ
ン
ネ
ル
炎
上
の
リ
ス
ク
を

十
分
回
避
し
た
上
で
、
自
分
の

能
力
も
そ
こ
で
活
か
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
情
報
管
理
に
つ
い
て
】

意
図
し
な
い
報
道
を
防

ぐ
た
め
の
職
員
教
育
や

情
報
の
管
理
体
制
は
。

報
道
対
応
は
課
長
級
以

上
が
行
う
こ
と
と
し
、

必
要
に
応
じ
て
関
係
課
と
十
分

に
調
整
を
行
っ
た
上
で
回
答
す

る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ル
ー

ル
や
手
順
が
形
だ
け
に
な
ら
な

い
よ
う
、
全
職
員
に
周
知
徹
底

を
図
り
研
修
や
意
識
啓
発
に
取

り
組
み
ま
す
。

メ
ー
ル
の
「
Ｔ
о/
Ｃ
ｃ

/

Ｂ
ｃ
ｃ
」
の
適
切
な
使

い
分
け
に
つ
い
て
、
教
育
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

当
然
使
え
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
一
度
初
心
に
帰
っ
て
周

知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問問 答

問 答答

問答

問

問答 答

答

問問 答

【
社
会
経
済
の
急
速
な
変
化

に
伴
う
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
に
つ
い
て
】

交
通
、
医
療
、
農
業
イ

ン
フ
ラ
に
お
け
る
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
と
重
点
戦
略
に
つ

い
て
は
。交

通
に
お
い
て
は
白
馬

村
観
光
地
経
営
ビ
ジ
ョ

ン
の
基
本
戦
略
や
白
馬
村
地
域

公
共
交
通
計
画
に
掲
げ
る
計
画

目
標
の
実
践
に
よ
り
、
本
村
に

お
け
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
最
適

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　
医
療
に
お
い
て
は
、
広
域
的

な
救
急
医
療
体
制
の
連
携
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
冬
期
間
に

お
け
る
ス
キ
ー
傷
害
等
に
村
独

自
の
診
療
体
制
を
構
築
し
、
そ

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
お
い
て
は
、
農
地
、
農

道
、
用
水
路
、
頭
首
工
、
揚
水
機

な
ど
の
老
朽
化
に
伴
う
設
備
更

新
が
課
題
で
す
。
ほ
場
整
備
事

業
等
の
補
助
事
業
を
活
用
し
な

が
ら
、
補
修
工
事
を
実
施
す
る

方
向
で
調
整
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

ど
こ
を
撤
退
縮
小
し
、

ど
こ
を
冗
長
化
す
べ
き

か
、
優
先
順
位
と
重
み
づ
け
に

つ
い
て
は
。

住
民
の
生
命
、
安
全
、

社
会
機
能
の
維
持
に
直

結
す
る
分
野
を
優
先
的
に
冗
長

化
す
る
と
い
う
観
点
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公
共
施
設
の
撤
退
・
集

約
計
画
を
策
定
し
、
制

度
化
す
る
考
え
は
。

白
馬
村
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
を
策
定
し
、

村
で
保
有
す
る
全
て
の
公
共
施

設
及
び
イ
ン
フ
ラ
を
対
象
に
各

施
設
の
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿

命
化
な
ど
を
計
画
的
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
保
有

総
量
で
15
％
を
縮
減
す
る
目
標

を
掲
げ
ま
し
た
。

公
共
イ
ン
フ
ラ
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
広
域
化

に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

出
す
考
え
は
。

北
ア
ル
プ
ス
管
内
の
自

治
体
と
も
連
携
し
、
体

制
整
備
や
効
率
の
最
適
化
に
向

け
た
連
携
協
議
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
広
域
化
を
進
め
る
前

提
に
立
て
ば
、
北
ア
ル
プ
ス
広

域
連
合
に
お
い
て
、
構
成
市
町

村
の
意
見
も
集
約
し
な
が
ら
方

向
性
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

な
ろ
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

公
共
イ
ン
フ
ラ
を
デ
ジ

タ
ル
で
監
視
・
最
適
化

す
る
発
想
で
軽
量
化
す
る
取
組

は
。

全
て
の
公
共
施
設
の
維

持
管
理
分
野
に
お
い
て
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
余
地
が

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
修
繕
履
歴
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
な
ど
を
通
じ
て
従
来
の
事

後
対
応
型
か
ら
予
防
保
全
型
の

維
持
管
理
へ
転
換
を
図
り
、
維

持
管
理
費
の
平
準
化
や
職
員
の

業
務
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
公
共
施
設
全
体
の
管
理
の
在

り
方
と
し
て
村
全
体
で
統
一
的

に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
庁
内
各
課

が
連
携
し
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
や
イ
ン
フ
ラ
維

持
基
金
を
創
設
す
る
考
え
は
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご

寄
附
い
た
だ
く
企
業
の
意
向
を

尊
重
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

直
ち
に
特
定
目
的
基
金
を
創
設

す
る
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

将
来
的
な
大
規
模
更
新
需
要
の

見
通
し
や
財
政
調
整
基
金
と
の

関
係
に
つ
い
て
慎
重
に
検
証
し

た
上
で
、
そ
の
必
要
性
と
有
効

性
を
見
極
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

問問 答

問答 答問答

課
題
に
向
き
合
い
、
持
続
可
能
な

イ
ン
フ
ラ
を
築
く

答
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
と

下
支
え
に
つ
い
て

問

永井 勝則 酒井 洋

犬川用水電動ゲート完成　維持管理の軽減が図られる行政が発信する公式メディアと特徴(抜粋)

問答

改
善
す
べ
き
点
が
あ
る
と
認
識

答
白
馬
村
行
政
の
発
信
力
と

情
報
管
理
は

問

白馬村行政の発信力について 資料 
2026/2/18 永井勝則 

媒体 特徴 白馬村の場合 名称 対象 
広報誌 住民に広く伝えたい情報を

掲載。Webサイトや LINE
にアクセスできない人には、こ
の紙媒体しかない。 

行政情報を伝える
重要な紙媒体 

広報はくば 村民全般 

Web サイト デジタルでの情報発信の総
本山。文字、画像、動画。
PC、タブレット、スマホ 

広報はくばと補完
的。多くの情報が保
持できる 

白馬村行政サイト 
 

村民全般 
(世界中) 

YouTube 全世界で 25億(日本で
7,000万)人が利用、あら
ゆる情報が検索で入手でき
る。動画 

生活や防災に関す
る情報を発信 

白馬村役場公式
YouTube 

村民全般 
(世界中) 

 
LINE プッシュ型で通知。文字、

図、写真 
行政情報をこまめに
発信 

白馬村公式 LINE ア
カウント 

村民全般 
(ともだち) 

防災アプリ 地震や気象に関する防災情
報を通知する 

避難所検索、安否
登録機能もあり 

白馬村防災ナビ 村民、村への訪問
者、(世界中) 

防災行政無線 速報性、音声 防災行政情報を早
く的確に伝える 

防災行政無線 村民全般 

 
Instagram ビジュアル特化型(画像、文

字、短い動画) 
村の魅力を写真で
訴求 

Hakuba_vill 白馬
村役場 

村民全般 
(世界中) 

FaceBook 実名による信頼性の高さ、 
双方向的、文字、動画、画
像 

災害、防災、イベン
ト、 
ふるさと納税の情報 
図書館の情報 

白馬村役場 -
Hakuba village 
白馬村ふるさと納税 
白馬村図書館 

村民全般 
(友達) 

X(旧 Twitter) 即時性、拡散力、文字、動
画、画像 

公共工事、通行止
情報 

白馬村役場建設課 村民全般 
(世界中) 

 
ケーブルテレビ 地域に密着した映像 村の話題や行政から

のお知らせを放送 
ユーテレ白馬 12ch 村民全般 

(契約者) 
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【
広
報
誌
に
つ
い
て
】

「
広
報
は
く
ば
」
の
配
布

は
継
続
す
る
の
か
、
ま

た
高
齢
者
向
け
に
文
字
を
拡
大

し
て
は
。過

去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
に

馴
染
み
の
あ
る
層
を
含
め
て
も

「
広
報
は
く
ば
」
を
主
な
情
報
源

と
す
る
回
答
が
３
割
あ
り
、
行

政
情
報
の
到
達
手
段
と
し
て
不

可
欠
な
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
配
布
は
継
続
し
ま
す
。

今
後
は
す
べ
て
を
網
羅
す
る
の

で
は
な
く
、
重
要
度
に
応
じ
て

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
紙
面
構
成

に
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

要
点
を
少
な
い
文
字
量
で

伝
え
る
「
子
ど
も
ニ
ュ
ー

ス
」的
な
誌
面
に
し
て
は
ど
う
か
。

要
約
に
は
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
ら

ど
う
か
。全

て
の
情
報
を
伝
え
よ

う
と
す
る
と
文
字
数
が

多
く
な
り
、
結
果
文
字
が
小
さ

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
現

状
。Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
総
務
課

担
当
職
員
を
中
心
に
勉
強
会
を

企
画
中
で
す
。

【
行
政
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
つ
い
て
】

「
白
馬
村
行
政
サ
イ
ト
」

の
使
い
に
く
さ
や
Ｐ
Ｄ

Ｆ
多
用
、
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る

問
題
は
。村

サ
イ
ト
を
主
な
情
報

源
と
す
る
村
民
は
13
％

と
少
な
く
、
検
索
性
の
向
上
が

重
要
だ
と
考
え
ま
す
。Ｐ
Ｄ
Ｆ
を

多
用
す
る
背
景
に
は
、
迅
速
性

の
確
保
と
ペ
ー
ジ
の
見
た
目
の

保
持
、
膨
大
な
デ
ー
タ
量
の
管

理
と
い
う
３
つ
の
理
由
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
閲
覧
す
る
高
齢
者
に
と
っ

て
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
が
負
担
に
な
る
の

は
事
実
で
あ
り
、
今
後
は
優
先

す
べ
き
情
報
と
、
見
や
す
さ
や

操
作
性
、
検
索
の
し
や
す
さ
を

重
視
す
る
情
報
と
を
区
別
す
る

よ
う
、
運
用
方
針
を
見
直
し
ま

す
。
要
点
や
概
要
を
テ
キ
ス
ト

文
字
で
併
記
す
る
こ
と
で
、Ｐ
Ｄ

Ｆ
を
開
か
な
く
て
も
内
容
が
把

握
で
き
る
環
境
に
し
ま
す
。

訪
問
者
の
声
を
聞
く
方

法
と
し
て
、
個
々
の
ペ
ー

ジ
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

個
別
に
取
れ
る
方
法
が
あ
る
が
。

委
託
先
に
問
い
合
わ
せ

て
み
ま
す
。
も
し
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
な
ら
別
の
方

法
を
検
討
し
ま
す
。

【
公
式
Ｙ
о
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
】

「
白
馬
村
役
場
公
式
Ｙ
о
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
今
後
の
活
用
は
。

現
在
の
公
式
チ
ャ
ン
ネ

ル
に
は
、
運
用
の
工
夫

や
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
制
作
す
る
動
画

は
Ｙ
о
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
専
用
で
は

な
く
、「
ユ
ー
テ
レ
白
馬
12
c
h
」

の
番
組
と
し
て
も
活
用
で
き
る

手
法
を
考
え
ま
す
。

丸
山
村
長
は
発
信
力
を

上
げ
る
た
め
の
武
器
に

な
る
と
思
う
。
た
と
え
ば
村
長

が
電
動
自
転
車
に
乗
っ
て
神
社

や
城
跡
を
め
ぐ
る
「
白
馬
さ
ん

ぽ
」、
山
奥
に
あ
る
砂
防
ダ
ム
を

訪
れ
る
、
冒
険
や
山
歩
き
要
素

満
載
の
「
砂
防
ダ
ム
ツ
ア
ー
」

企
画
は
ど
う
か
。

村
長
　
非
常
に
興
味
深

い
ア
イ
デ
ア
で
す
。Ｐ
Ｒ

は
首
長
の
仕
事
の
１
つ
で
あ
り
、

チ
ャ
ン
ネ
ル
炎
上
の
リ
ス
ク
を

十
分
回
避
し
た
上
で
、
自
分
の

能
力
も
そ
こ
で
活
か
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
情
報
管
理
に
つ
い
て
】

意
図
し
な
い
報
道
を
防

ぐ
た
め
の
職
員
教
育
や

情
報
の
管
理
体
制
は
。

報
道
対
応
は
課
長
級
以

上
が
行
う
こ
と
と
し
、

必
要
に
応
じ
て
関
係
課
と
十
分

に
調
整
を
行
っ
た
上
で
回
答
す

る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ル
ー

ル
や
手
順
が
形
だ
け
に
な
ら
な

い
よ
う
、
全
職
員
に
周
知
徹
底

を
図
り
研
修
や
意
識
啓
発
に
取

り
組
み
ま
す
。

メ
ー
ル
の
「
Ｔ
о/

Ｃ
ｃ

/

Ｂ
ｃ
ｃ
」
の
適
切
な
使

い
分
け
に
つ
い
て
、
教
育
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

当
然
使
え
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
一
度
初
心
に
帰
っ
て
周

知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問問 答

問 答答

問答

問

問答 答

答

問問 答

【
社
会
経
済
の
急
速
な
変
化

に
伴
う
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
に
つ
い
て
】

交
通
、
医
療
、
農
業
イ

ン
フ
ラ
に
お
け
る
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
と
重
点
戦
略
に
つ

い
て
は
。交

通
に
お
い
て
は
白
馬

村
観
光
地
経
営
ビ
ジ
ョ

ン
の
基
本
戦
略
や
白
馬
村
地
域

公
共
交
通
計
画
に
掲
げ
る
計
画

目
標
の
実
践
に
よ
り
、
本
村
に

お
け
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
最
適

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　
医
療
に
お
い
て
は
、
広
域
的

な
救
急
医
療
体
制
の
連
携
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
冬
期
間
に

お
け
る
ス
キ
ー
傷
害
等
に
村
独

自
の
診
療
体
制
を
構
築
し
、
そ

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
お
い
て
は
、
農
地
、
農

道
、
用
水
路
、
頭
首
工
、
揚
水
機

な
ど
の
老
朽
化
に
伴
う
設
備
更

新
が
課
題
で
す
。
ほ
場
整
備
事

業
等
の
補
助
事
業
を
活
用
し
な

が
ら
、
補
修
工
事
を
実
施
す
る

方
向
で
調
整
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

ど
こ
を
撤
退
縮
小
し
、

ど
こ
を
冗
長
化
す
べ
き

か
、
優
先
順
位
と
重
み
づ
け
に

つ
い
て
は
。

住
民
の
生
命
、
安
全
、

社
会
機
能
の
維
持
に
直

結
す
る
分
野
を
優
先
的
に
冗
長

化
す
る
と
い
う
観
点
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公
共
施
設
の
撤
退
・
集

約
計
画
を
策
定
し
、
制

度
化
す
る
考
え
は
。

白
馬
村
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
を
策
定
し
、

村
で
保
有
す
る
全
て
の
公
共
施

設
及
び
イ
ン
フ
ラ
を
対
象
に
各

施
設
の
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿

命
化
な
ど
を
計
画
的
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
保
有

総
量
で
15
％
を
縮
減
す
る
目
標

を
掲
げ
ま
し
た
。

公
共
イ
ン
フ
ラ
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
広
域
化

に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

出
す
考
え
は
。

北
ア
ル
プ
ス
管
内
の
自

治
体
と
も
連
携
し
、
体

制
整
備
や
効
率
の
最
適
化
に
向

け
た
連
携
協
議
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
広
域
化
を
進
め
る
前

提
に
立
て
ば
、
北
ア
ル
プ
ス
広

域
連
合
に
お
い
て
、
構
成
市
町

村
の
意
見
も
集
約
し
な
が
ら
方

向
性
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

な
ろ
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

公
共
イ
ン
フ
ラ
を
デ
ジ

タ
ル
で
監
視
・
最
適
化

す
る
発
想
で
軽
量
化
す
る
取
組

は
。

全
て
の
公
共
施
設
の
維

持
管
理
分
野
に
お
い
て
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
余
地
が

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
修
繕
履
歴
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
な
ど
を
通
じ
て
従
来
の
事

後
対
応
型
か
ら
予
防
保
全
型
の

維
持
管
理
へ
転
換
を
図
り
、
維

持
管
理
費
の
平
準
化
や
職
員
の

業
務
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
公
共
施
設
全
体
の
管
理
の
在

り
方
と
し
て
村
全
体
で
統
一
的

に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
庁
内
各
課

が
連
携
し
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
や
イ
ン
フ
ラ
維

持
基
金
を
創
設
す
る
考
え
は
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご

寄
附
い
た
だ
く
企
業
の
意
向
を

尊
重
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

直
ち
に
特
定
目
的
基
金
を
創
設

す
る
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

将
来
的
な
大
規
模
更
新
需
要
の

見
通
し
や
財
政
調
整
基
金
と
の

関
係
に
つ
い
て
慎
重
に
検
証
し

た
上
で
、
そ
の
必
要
性
と
有
効

性
を
見
極
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

問問 答

問答 答問答

課
題
に
向
き
合
い
、
持
続
可
能
な

イ
ン
フ
ラ
を
築
く

答
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
と

下
支
え
に
つ
い
て

問

永井 勝則 酒井 洋

犬川用水電動ゲート完成　維持管理の軽減が図られる行政が発信する公式メディアと特徴(抜粋)

問答

改
善
す
べ
き
点
が
あ
る
と
認
識

答
白
馬
村
行
政
の
発
信
力
と

情
報
管
理
は

問

白馬村行政の発信力について 資料 
2026/2/18 永井勝則 

媒体 特徴 白馬村の場合 名称 対象 
広報誌 住民に広く伝えたい情報を

掲載。Webサイトや LINE
にアクセスできない人には、こ
の紙媒体しかない。 

行政情報を伝える
重要な紙媒体 

広報はくば 村民全般 

Web サイト デジタルでの情報発信の総
本山。文字、画像、動画。
PC、タブレット、スマホ 

広報はくばと補完
的。多くの情報が保
持できる 

白馬村行政サイト 
 

村民全般 
(世界中) 

YouTube 全世界で 25億(日本で
7,000万)人が利用、あら
ゆる情報が検索で入手でき
る。動画 

生活や防災に関す
る情報を発信 

白馬村役場公式
YouTube 

村民全般 
(世界中) 

 
LINE プッシュ型で通知。文字、

図、写真 
行政情報をこまめに
発信 

白馬村公式 LINE ア
カウント 

村民全般 
(ともだち) 

防災アプリ 地震や気象に関する防災情
報を通知する 

避難所検索、安否
登録機能もあり 

白馬村防災ナビ 村民、村への訪問
者、(世界中) 

防災行政無線 速報性、音声 防災行政情報を早
く的確に伝える 

防災行政無線 村民全般 

 
Instagram ビジュアル特化型(画像、文

字、短い動画) 
村の魅力を写真で
訴求 

Hakuba_vill 白馬
村役場 

村民全般 
(世界中) 

FaceBook 実名による信頼性の高さ、 
双方向的、文字、動画、画
像 

災害、防災、イベン
ト、 
ふるさと納税の情報 
図書館の情報 

白馬村役場 -
Hakuba village 
白馬村ふるさと納税 
白馬村図書館 

村民全般 
(友達) 

X(旧 Twitter) 即時性、拡散力、文字、動
画、画像 

公共工事、通行止
情報 

白馬村役場建設課 村民全般 
(世界中) 

 
ケーブルテレビ 地域に密着した映像 村の話題や行政から

のお知らせを放送 
ユーテレ白馬 12ch 村民全般 

(契約者) 
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【
人
口
減
少
に
つ
い
て
】

県
は
「
長
野
県
の
年
間

人
口
増
減
数
」
を
公
表
。

そ
れ
に
よ
る
と
２
０
２
５
年
の

当
村
の
日
本
人
の
自
然
増
減
は

▲
82
、
社
会
増
減
数
▲
１
６
６

で
計
▲
２
４
８
。
こ
の
日
本
人

の
社
会
減
を
食
い
止
め
る
施
策

は
第
６
次
総
合
計
画
の
ど
こ
に

当
た
る
の
か
。

定
住
人
口
の
確
保
と
移

住
、
二
地
域
居
住
の
推

進
、
定
住
の
た
め
の
住
ま
い
の

確
保
で
、
具
体
的
に
は
、
子
育

て
世
帯
や
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
等
へ
の
定
住
支
援
制

度
の
創
設
、
ア
ル
プ
ス
Ｐ
ａ
ｙ

を
活
用
し
た
村
民
割
引
制
度
の

普
及
。
移
住
に
関
す
る
情
報
提

供
や
相
談
対
応
。
空
き
家
バ
ン

ク
、
さ
か
さ
ま
バ
ン
ク
の
運
営
。

土
地
開
発
公
社
に
よ
る
宅
地
分

譲
や
官
民
連
携
に
よ
る
住
宅
整

備
の
検
討
等
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

北
安
曇
郡
の
全
人
口
の

人
口
増
減
は
▲
４
８
２

で
、
そ
の
半
分
が
白
馬
村
。
す

ご
く
減
っ
て
い
る
と
思
う
が
ど

う
考
え
る
か
。

日
本
人
だ
け
の
表
を
見

て
、
は
っ
と
思
い
ま
し

た
。
実
際
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
数

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

数
字
と
し
て
実
感
し
た
と
い
う

の
が
感
想
で
あ
り
ま
す
。

【「
第
二
の
ニ
セ
コ
」に
つ
い
て
】

以
前
村
長
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
急
増
と
外
資
系
開

発
が
進
む
現
状
に
お
い
て
、「
第

２
の
ニ
セ
コ
に
は
し
な
い
」
と

い
う
方
針
を
示
さ
れ
て
い
た
と

思
う
が
、
ニ
セ
コ
を
教
訓
に
ど

の
よ
う
な
施
策
を
施
し
、
第
６

次
総
合
計
画
に
ど
う
反
映
さ
れ

て
い
る
か
。

白
馬
村
景
観
条
例
及
び

白
馬
村
開
発
行
為
の
調

整
等
に
関
す
る
条
例
、
開
発
指

導
要
項
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
令
和

４
年
に
制
定
し
、
令
和
５
年
か

ら
施
行
。
各
エ
リ
ア
の
色
彩
や

後
退
距
離
、
高
さ
制
限
、
環
境

保
全
、
緑
化
等
を
定
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
白
馬
村
太
陽
光
発

電
施
設
の
設
置
管
理
等
に
関
す

る
条
例
を
制
定
し
、
村
内
の
ほ

ぼ
全
域
で
の
野
立
て
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
の
設
置
を
禁
止
。
第
６

次
総
合
計
画
の
中
で
は
景
観
育

成
と
開
発
調
整
で
、
観
光
・
暮

ら
し
・
自
然
・
景
観
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
り
な
が
ら
、
条
例
に
基

づ
き
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と

を
記
載
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
地
元
勢
も
潤
っ

て
お
り
、
訪
日
客
に
対

し
て
は
前
向
き
に
捉
え
て
い
る

と
の
印
象
か
。

地
域
が
潤
っ
て
い
る
か

の
状
況
を
図
る
指
標
と

し
て
は
、
村
民
総
所
得
、
法
人

村
民
税
、
雇
用
者
数
な
ど
が
考

え
ら
れ
、
村
民
総
所
得
は
２
０

０
４
年
が
約
87
億
円
、
２
０
１

９
年
が
約
94
億
円
、
２
０
２
４

年
が
約
１
１
６
億
円
と
訪
日
客

の
増
加
と
と
も
に
増
加
傾
向
。

年
間
総
入
込
客
数
が
２
０
０
７

年
は
25
万
人
、
２
０
１
９
年
が

24
万
人
と
ほ
ぼ
同
水
準
な
が
ら
、

外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
そ
れ

ぞ
れ
約
４
万
人
、
約
28
万
人
と

大
き
く
増
加
。
法
人
村
民
税
で

も
２
０
０
７
年
が
約
８
，
２
０

０
万
円
、
２
０
１
９
年
は
約
１

億
３
０
０
万
円
と
大
き
く
増
加
。

以
上
の
点
か
ら
、
訪
日
客
の
増

加
は
経
済
的
に
は
一
定
の
プ
ラ

ス
の
効
果
が
読
み
取
れ
ま
す
。

村
民
が
前
向
き
に
捉
え
て
い
る

か
の
質
問
の
主
体
が
明
確
で
は

な
い
た
め
、
そ
の
印
象
に
対
す

る
答
弁
は
し
か
ね
ま
す
。

答答 問

問問 答

問答

白馬村の人口増減の表

伊藤 まゆみ

【
庁
舎
の
長
寿
命
化
と
整
備

方
針
】庁

舎
の
劣
化
状
況
に
つ

い
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
劣
化
や
構
造
体
の
診
断
は
実

施
し
て
い
る
か
。
ま
た
結
果
の

評
価
は
ど
う
か
。

平
成
26
年
度
に
耐
震
診

断
を
実
施
し
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度
は
設
計
基

準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
ま
す
。
中
性
化
試
験

で
も
鉄
筋
へ
の
影
響
は
な
い
と

判
断
し
て
い
ま
す
。
不
同
沈
下

や
柱
の
傾
斜
も
確
認
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
１
階
及
び
２
階

に
耐
震
補
強
が
必
要
と
い
う
結

果
を
受
け
、
平
成
28
年
度
に
耐

震
改
修
を
実
施
し
、
安
全
性
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

耐
震
改
修
後
、
庁
舎
を

ど
の
程
度
使
用
す
る
想

定
か
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
で
は
耐
用
年
数
到

来
は
令
和
11
年
度
と
し
て
い
ま

す
が
、
財
源
状
況
も
踏
ま
え
、

既
存
施
設
の
有
効
活
用
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
建
物
は
適
切
な
維
持
管

理
に
よ
り
70
年
か
ら
１
０
０
年

以
上
使
用
可
能
と
さ
れ
て
い
て
、

現
時
点
で
は
30
年
以
上
使
用
す

る
想
定
で
す
。

電
気
設
備
や
配
線
の
老

朽
化
は
ど
の
よ
う
に
把

握
し
、
更
新
し
て
い
る
か
。

個
別
施
設
計
画
に
基
づ

き
、
劣
化
状
況
調
査
表

に
よ
り
部
位
ご
と
に
評
価
し
て

い
ま
す
。
長
期
的
な
視
点
で
優

先
順
位
を
設
定
し
、
令
和
14
年

度
ま
で
の
改
修
内
容
と
年
度
を

整
理
し
、
計
画
的
に
更
新
を
進

め
て
い
ま
す
。

建
替
え
を
行
わ
な
い
期

間
の
管
理
方
針
は
ど
う

考
え
る
か
。

安
全
性
や
防
災
機
能
の

確
保
を
最
優
先
と
し
て

い
て
、
構
造
体
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
設
備
に
つ
い
て
は
優
先
的
に

点
検
・
更
新
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。ま
た
、受
変
電
設
備
や
外
壁
、

防
水
な
ど
建
物
寿
命
に
影
響
す

る
部
分
に
つ
い
て
は
、
予
防
保

全
の
観
点
か
ら
計
画
的
に
改
修

を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

庁
舎
整
備
方
針
の
検
討

は
ど
の
よ
う
な
体
制
で

行
わ
れ
て
い
る
か
。

総
合
管
理
計
画
に
基
づ

き
、
各
課
が
個
別
施
設

計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
計

画
の
作
成
方
法
は
施
設
ご
と
に

異
な
り
、
職
員
に
よ
る
作
成
や

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
の
委
託
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ

て
対
応
し
て
い
ま
す
。

庁
舎
更
新
に
備
え
た
基

金
の
考
え
は
あ
る
か
。

現
時
点
で
は
特
定
目
的

基
金
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
公
共
施
設
全
体
に
活
用

で
き
る
基
金
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
、
研
究
・
検
討
の
余
地
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

独
自
財
源
と
し
て
庁
舎

駐
車
場
の
有
料
化
の
検

討
は
あ
る
か
。

ゲ
ー
ト
設
置
な
ど
の
方

法
は
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

来
庁
者
の
利
便
性
や
施
設
の
共

用
状
況
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
具

体
的
な
検
討
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
は
様
々
な
視
点
か
ら
財
源

確
保
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
２
期
公
共
施
設
再
編

整
備
計
画
で
庁
舎
が
対

象
外
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
何

か
。

総
合
管
理
計
画
で
は
30

年
後
も
庁
舎
は
１
棟
維

持
す
る
前
提
と
し
て
い
て
、
統

合
や
廃
止
は
想
定
し
て
い
ま
せ

ん
。

将
来
の
庁
舎
像
を
議
論

す
る
時
期
は
い
つ
頃
か
。

具
体
的
な
建
替
え
の
議

論
に
つ
い
て
は
、
財
政

見
通
し
が
立
つ
段
階
、
概
ね
10

年
以
内
に
入
っ
た
時
期
が
適
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

問問 答答

問答

問答

問答問答

答

問答問

長
寿
命
化
し
30
年
以
上
使
用
す
る

方
針

答
庁
舎
管
理
と
将
来
整
備
の

考
え
は

問

太田 学

役場の現状

こ
れ
ほ
ど
の
数
だ
と
改
め
て

数
字
と
し
て
実
感

答
当
村
の
日
本
人
の
減
少
を

ど
う
考
え
る
か

問
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【
人
口
減
少
に
つ
い
て
】

県
は
「
長
野
県
の
年
間

人
口
増
減
数
」
を
公
表
。

そ
れ
に
よ
る
と
２
０
２
５
年
の

当
村
の
日
本
人
の
自
然
増
減
は

▲
82
、
社
会
増
減
数
▲
１
６
６

で
計
▲
２
４
８
。
こ
の
日
本
人

の
社
会
減
を
食
い
止
め
る
施
策

は
第
６
次
総
合
計
画
の
ど
こ
に

当
た
る
の
か
。

定
住
人
口
の
確
保
と
移

住
、
二
地
域
居
住
の
推

進
、
定
住
の
た
め
の
住
ま
い
の

確
保
で
、
具
体
的
に
は
、
子
育

て
世
帯
や
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
等
へ
の
定
住
支
援
制

度
の
創
設
、
ア
ル
プ
ス
Ｐ
ａ
ｙ

を
活
用
し
た
村
民
割
引
制
度
の

普
及
。
移
住
に
関
す
る
情
報
提

供
や
相
談
対
応
。
空
き
家
バ
ン

ク
、
さ
か
さ
ま
バ
ン
ク
の
運
営
。

土
地
開
発
公
社
に
よ
る
宅
地
分

譲
や
官
民
連
携
に
よ
る
住
宅
整

備
の
検
討
等
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

北
安
曇
郡
の
全
人
口
の

人
口
増
減
は
▲
４
８
２

で
、
そ
の
半
分
が
白
馬
村
。
す

ご
く
減
っ
て
い
る
と
思
う
が
ど

う
考
え
る
か
。

日
本
人
だ
け
の
表
を
見

て
、
は
っ
と
思
い
ま
し

た
。
実
際
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
数

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

数
字
と
し
て
実
感
し
た
と
い
う

の
が
感
想
で
あ
り
ま
す
。

【「
第
二
の
ニ
セ
コ
」に
つ
い
て
】

以
前
村
長
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
急
増
と
外
資
系
開

発
が
進
む
現
状
に
お
い
て
、「
第

２
の
ニ
セ
コ
に
は
し
な
い
」
と

い
う
方
針
を
示
さ
れ
て
い
た
と

思
う
が
、
ニ
セ
コ
を
教
訓
に
ど

の
よ
う
な
施
策
を
施
し
、
第
６

次
総
合
計
画
に
ど
う
反
映
さ
れ

て
い
る
か
。

白
馬
村
景
観
条
例
及
び

白
馬
村
開
発
行
為
の
調

整
等
に
関
す
る
条
例
、
開
発
指

導
要
項
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
令
和

４
年
に
制
定
し
、
令
和
５
年
か

ら
施
行
。
各
エ
リ
ア
の
色
彩
や

後
退
距
離
、
高
さ
制
限
、
環
境

保
全
、
緑
化
等
を
定
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
白
馬
村
太
陽
光
発

電
施
設
の
設
置
管
理
等
に
関
す

る
条
例
を
制
定
し
、
村
内
の
ほ

ぼ
全
域
で
の
野
立
て
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
の
設
置
を
禁
止
。
第
６

次
総
合
計
画
の
中
で
は
景
観
育

成
と
開
発
調
整
で
、
観
光
・
暮

ら
し
・
自
然
・
景
観
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
り
な
が
ら
、
条
例
に
基

づ
き
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と

を
記
載
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
地
元
勢
も
潤
っ

て
お
り
、
訪
日
客
に
対

し
て
は
前
向
き
に
捉
え
て
い
る

と
の
印
象
か
。

地
域
が
潤
っ
て
い
る
か

の
状
況
を
図
る
指
標
と

し
て
は
、
村
民
総
所
得
、
法
人

村
民
税
、
雇
用
者
数
な
ど
が
考

え
ら
れ
、
村
民
総
所
得
は
２
０

０
４
年
が
約
87
億
円
、
２
０
１

９
年
が
約
94
億
円
、
２
０
２
４

年
が
約
１
１
６
億
円
と
訪
日
客

の
増
加
と
と
も
に
増
加
傾
向
。

年
間
総
入
込
客
数
が
２
０
０
７

年
は
25
万
人
、
２
０
１
９
年
が

24
万
人
と
ほ
ぼ
同
水
準
な
が
ら
、

外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
そ
れ

ぞ
れ
約
４
万
人
、
約
28
万
人
と

大
き
く
増
加
。
法
人
村
民
税
で

も
２
０
０
７
年
が
約
８
，
２
０

０
万
円
、
２
０
１
９
年
は
約
１

億
３
０
０
万
円
と
大
き
く
増
加
。

以
上
の
点
か
ら
、
訪
日
客
の
増

加
は
経
済
的
に
は
一
定
の
プ
ラ

ス
の
効
果
が
読
み
取
れ
ま
す
。

村
民
が
前
向
き
に
捉
え
て
い
る

か
の
質
問
の
主
体
が
明
確
で
は

な
い
た
め
、
そ
の
印
象
に
対
す

る
答
弁
は
し
か
ね
ま
す
。

答答 問

問問 答

問答

白馬村の人口増減の表

伊藤 まゆみ

【
庁
舎
の
長
寿
命
化
と
整
備

方
針
】庁

舎
の
劣
化
状
況
に
つ

い
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
劣
化
や
構
造
体
の
診
断
は
実

施
し
て
い
る
か
。
ま
た
結
果
の

評
価
は
ど
う
か
。

平
成
26
年
度
に
耐
震
診

断
を
実
施
し
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度
は
設
計
基

準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
ま
す
。
中
性
化
試
験

で
も
鉄
筋
へ
の
影
響
は
な
い
と

判
断
し
て
い
ま
す
。
不
同
沈
下

や
柱
の
傾
斜
も
確
認
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
１
階
及
び
２
階

に
耐
震
補
強
が
必
要
と
い
う
結

果
を
受
け
、
平
成
28
年
度
に
耐

震
改
修
を
実
施
し
、
安
全
性
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

耐
震
改
修
後
、
庁
舎
を

ど
の
程
度
使
用
す
る
想

定
か
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
で
は
耐
用
年
数
到

来
は
令
和
11
年
度
と
し
て
い
ま

す
が
、
財
源
状
況
も
踏
ま
え
、

既
存
施
設
の
有
効
活
用
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
建
物
は
適
切
な
維
持
管

理
に
よ
り
70
年
か
ら
１
０
０
年

以
上
使
用
可
能
と
さ
れ
て
い
て
、

現
時
点
で
は
30
年
以
上
使
用
す

る
想
定
で
す
。

電
気
設
備
や
配
線
の
老

朽
化
は
ど
の
よ
う
に
把

握
し
、
更
新
し
て
い
る
か
。

個
別
施
設
計
画
に
基
づ

き
、
劣
化
状
況
調
査
表

に
よ
り
部
位
ご
と
に
評
価
し
て

い
ま
す
。
長
期
的
な
視
点
で
優

先
順
位
を
設
定
し
、
令
和
14
年

度
ま
で
の
改
修
内
容
と
年
度
を

整
理
し
、
計
画
的
に
更
新
を
進

め
て
い
ま
す
。

建
替
え
を
行
わ
な
い
期

間
の
管
理
方
針
は
ど
う

考
え
る
か
。

安
全
性
や
防
災
機
能
の

確
保
を
最
優
先
と
し
て

い
て
、
構
造
体
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
設
備
に
つ
い
て
は
優
先
的
に

点
検
・
更
新
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。ま
た
、受
変
電
設
備
や
外
壁
、

防
水
な
ど
建
物
寿
命
に
影
響
す

る
部
分
に
つ
い
て
は
、
予
防
保

全
の
観
点
か
ら
計
画
的
に
改
修

を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

庁
舎
整
備
方
針
の
検
討

は
ど
の
よ
う
な
体
制
で

行
わ
れ
て
い
る
か
。

総
合
管
理
計
画
に
基
づ

き
、
各
課
が
個
別
施
設

計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
計

画
の
作
成
方
法
は
施
設
ご
と
に

異
な
り
、
職
員
に
よ
る
作
成
や

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
の
委
託
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ

て
対
応
し
て
い
ま
す
。

庁
舎
更
新
に
備
え
た
基

金
の
考
え
は
あ
る
か
。

現
時
点
で
は
特
定
目
的

基
金
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
公
共
施
設
全
体
に
活
用

で
き
る
基
金
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
、
研
究
・
検
討
の
余
地
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

独
自
財
源
と
し
て
庁
舎

駐
車
場
の
有
料
化
の
検

討
は
あ
る
か
。

ゲ
ー
ト
設
置
な
ど
の
方

法
は
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

来
庁
者
の
利
便
性
や
施
設
の
共

用
状
況
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
具

体
的
な
検
討
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
は
様
々
な
視
点
か
ら
財
源

確
保
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
２
期
公
共
施
設
再
編

整
備
計
画
で
庁
舎
が
対

象
外
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
何

か
。

総
合
管
理
計
画
で
は
30

年
後
も
庁
舎
は
１
棟
維

持
す
る
前
提
と
し
て
い
て
、
統

合
や
廃
止
は
想
定
し
て
い
ま
せ

ん
。

将
来
の
庁
舎
像
を
議
論

す
る
時
期
は
い
つ
頃
か
。

具
体
的
な
建
替
え
の
議

論
に
つ
い
て
は
、
財
政

見
通
し
が
立
つ
段
階
、
概
ね
10

年
以
内
に
入
っ
た
時
期
が
適
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

問問 答答

問答

問答

問答問答

答

問答問

長
寿
命
化
し
30
年
以
上
使
用
す
る

方
針

答
庁
舎
管
理
と
将
来
整
備
の

考
え
は

問

太田 学

役場の現状

こ
れ
ほ
ど
の
数
だ
と
改
め
て

数
字
と
し
て
実
感

答
当
村
の
日
本
人
の
減
少
を

ど
う
考
え
る
か

問
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【
宿
泊
税
の
管
理
と
観
光
局

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
】

宿
泊
税
収
入
見
込
み
は
。

８
年
度
、
１
億
４
４
２

２
万
円
。
９
年
度
は
２

億
１
１
０
０
万
円
。
８
年
度
１

億
１
２
８
０
万
円
を
基
金
に
積

み
立
て
ま
す
。

宿
泊
税
に
よ
る
事
業
計

画
は
。

令
和
６
年
の
提
言
書
で
、

使
途
の
基
本
方
針
と
し

て
、「
観
光
客
の
満
足
度
を
最
大

化
さ
せ
、
負
の
影
響
を
最
小
化

さ
せ
る
事
業
に
使
う
こ
と
を
前

提
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
今
の

村
に
不
足
し
て
い
る
部
分
の
枠

組
み
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

観
光
局
組
織
説
明
資
料

に
、「
使
途
活
用
実
施
計

画
の
策
定
・
実
施
事
業
の
審
議
・

交
付
決
定
・
実
績
の
管
理
」
等

を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、

観
光
地
経
営
会
議
の
権
限
で
は

な
い
の
か
。

事
業
の
選
定
な
ど
は
、

責
任
と
権
限
を
付
与
。

使
途
管
理
業
務
に
お
け
る
双
方

の
取
り
交
わ
し
文
書
は
あ
り
ま

せ
ん
。

観
光
局
の
定
款
に
宿
泊

税
管
理
事
業
の
記
述
が

あ
る
か
。定

款
に
は
宿
泊
税
の
記

載
は
あ
り
ま
せ
ん
。

使
途
管
理
を
観
光
局
に

委
ね
る
な
ら
、
契
約
書

を
交
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

観
光
局
の
中
に
「
使
途
計
画
審

議
委
員
会
」
設
置
す
る
条
例
は

な
い
。
委
員
会
は
観
光
課
の
内

部
に
置
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

透
明
性
は
担
保
さ
れ
る
か
。

委
員
会
は
、
行
政
よ
り

も
観
光
施
策
と
し
て
対

応
で
き
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
置
き
、
透

明
性
確
保
も
検
討
段
階
で
す
。

宿
泊
税
を
除
雪
や
下
水

道
な
ど
観
光
基
盤
整
備

へ
の
活
用
は
。

通
常
の
生
活
イ
ン
フ
ラ

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
宿

泊
税
を
充
て
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
観
光
客
受
入
れ
に
不

可
欠
な
事
業
や
、
観
光
需
要
の

負
担
、
観
光
振
興
の
目
的
と
因

果
関
係
が
あ
れ
ば
で
き
る
と
考

え
ま
す
。
観
光
地
エ
リ
ア
の
除

雪
な
ど
は
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
下
水
道
な
ど
の
基
盤
整

備
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

「
当
面
は
行
政
が
伴
走
す

る
」
と
は
。

観
光
課
職
員
を
、
概
ね

３
年
程
度
、
使
途
管
理

団
体
業
務
全
般
を
補
足
し
な
が

ら
伴
走
す
る
想
定
で
す
。

提
言
書
で
は
、
管
理
団

体
（
観
光
局
）
に
対
し

て
交
付
金
を
交
付
と
あ
る
が
条

令
は
な
い
。

使
途
条
例
に
、
ど
う
い

う
範
囲
に
事
業
を
充
て

る
の
か
決
め
ら
れ
、
観
光
地
経

営
会
議
で
決
ま
っ
て
お
り
、
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
そ
の
詳
細

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
交

付
す
る
か
は
う
た
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

提
言
に
、
管
理
団
体
は

予
算
を
配
当
、
事
業
の

実
施
状
況
を
管
理
す
る
と
あ
る

が
、
作
成
作
業
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
、

観
光
地
経
営
会
議
が
そ
れ
を
受

け
る
と
い
う
形
か
。

具
体
的
に
定
め

る
の
は
使
途
管

理
団
体
で
、
再
度
観
光

地
経
営
会
議
で
報
告
、

承
認
し
、
村
長
に
答
申

し
て
、
基
金
を
繰
り
入

れ
て
議
会
の
予
算
承
認

を
得
ま
す
。

観
光
地
経
営
会

議
が
運
営
し
、

事
務
的
な
運
用
を
す
る

の
が
委
員
会
だ
と
思
う

が
、
逆
立
ち
し
て
い
な

い
か
。

実
際
に
使
途
を

ど
う
し
て
い
く

か
と
い
う
委
員
会
は
、

観
光
局
の
中
に
置
く
。
全
部
が

村
の
中
で
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
一
般
社
団
法
人
の
中
で
決

め
る
こ
と
で
村
の
例
規
に
は
出

て
き
ま
せ
ん
。

行
政
は
外
部
団
体
の
監
査

は
で
き
な
い
が
、
チ
ェ
ッ

ク
は
可
能
か
。

（
観
光
局
内
部
の
）
監
査

の
体
制
を
し
っ
か
り
整

え
る
よ
う
に
は
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
　

問答問答

問問問 答答

答

問答問答

問答

答

問答 問答問

具
体
的
に
定
め
る
の
は
使
途
管
理

団
体

答
宿
泊
税
の
使
途
管
理
を

外
部
団
体
に
委
ね
て
よ
い
か

問

鈴木 均

唐松岳を目指す登山者の列

マチを好きになるアプリ

スマホアプリで白馬議会だより配信中！
お気軽に！ご意見をお寄せください！

85-0725（直通） 72-7001（ファックス）

ト
ピ
ッ
ク
ス

　 gikai@vill.hakuba.lg.jp▶

　2月4日と5日の日程で、特別研修として姉妹都市である静岡県河津町議会を訪問しました。主に
地域防災について意見交換を行いました。

河津町議会訪問

●４月７日　南小学校入学式　22名の新１年生 ●４月10日　小学校での信州あいさつ運動
　　　　　　（毎月11日に行われています）

南小学校入学式 信州あいさつ運動

議会活動報告
トピックスで紹介している他にも
議会の活動報告をHPでお知らせ
しています。よろしければご覧
ください。

●４月15日　し尿等投入施設建設安全祈願祭
議長交際費
令和7年度の議長交際費を
HPで公表しています

建設安全祈願祭
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光
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１
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に
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。
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事
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。
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の
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、
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提
」
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」
等

を
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が
、
こ
れ
ら
は
、

観
光
地
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営
会
議
の
権
限
で
は

な
い
の
か
。

事
業
の
選
定
な
ど
は
、

責
任
と
権
限
を
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与
。

使
途
管
理
業
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に
お
け
る
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方

の
取
り
交
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し
文
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は
あ
り
ま

せ
ん
。
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の
定
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に
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税
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事
業
の
記
述
が
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か
。定
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に
は
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の
記
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途
管
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を
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に
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、
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を
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ら
な
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。
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の
中
に
「
使
途
計
画
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委
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会
」
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る
条
例
は

な
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は
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課
の
内

部
に
置
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べ
き
で
は
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か
。

透
明
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担
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か
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、
行
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ど
は
で
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ま

せ
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下
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の
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盤
整
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に
つ
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も
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当
面
は
行
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す

る
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と
は
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を
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３
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程
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使
途
管
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団
体
業
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全
般
を
補
足
し
な
が

ら
伴
走
す
る
想
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で
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、
管
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（
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に
対
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交
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金
を
交
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と
あ
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が
条
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な
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途
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ど
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う
範
囲
に
事
業
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て

る
の
か
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ら
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、
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地
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り
、
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の
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ま
す
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、
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理
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予
算
を
配
当
、
事
業
の

実
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状
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管
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る
と
あ
る

が
、
作
成
作
業
は
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で
、

観
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地
経
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会
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が
そ
れ
を
受

け
る
と
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う
形
か
。

具
体
的
に
定
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る
の
は
使
途
管

理
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体
で
、
再
度
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し
、
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長
に
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て
、
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会
の
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す
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が
委
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と
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う
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、
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団
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の
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で
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と
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例
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は
外
部
団
体
の
監
査

は
で
き
な
い
が
、
チ
ェ
ッ

ク
は
可
能
か
。

（
観
光
局
内
部
の
）
監
査

の
体
制
を
し
っ
か
り
整

え
る
よ
う
に
は
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
　

問答問答

問問問 答答

答

問答問答

問答

答

問答 問答問

具
体
的
に
定
め
る
の
は
使
途
管
理

団
体

答
宿
泊
税
の
使
途
管
理
を

外
部
団
体
に
委
ね
て
よ
い
か

問

鈴木 均

唐松岳を目指す登山者の列

マチを好きになるアプリ

スマホアプリで白馬議会だより配信中！
お気軽に！ご意見をお寄せください！

85-0725（直通） 72-7001（ファックス）

ト
ピ
ッ
ク
ス

　 gikai@vill.hakuba.lg.jp▶

　2月4日と5日の日程で、特別研修として姉妹都市である静岡県河津町議会を訪問しました。主に
地域防災について意見交換を行いました。

河津町議会訪問

●４月７日　南小学校入学式　22名の新１年生 ●４月10日　小学校での信州あいさつ運動
　　　　　　（毎月11日に行われています）

南小学校入学式 信州あいさつ運動

議会活動報告
トピックスで紹介している他にも
議会の活動報告をHPでお知らせ
しています。よろしければご覧
ください。

●４月15日　し尿等投入施設建設安全祈願祭
議長交際費
令和7年度の議長交際費を
HPで公表しています

建設安全祈願祭
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0261-72-5000　
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夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北辰印刷）

再生紙を使用しています。

　 　

白
馬

議
会

だ
よ

り
156号

令
和

８
年

４
月

30日
発

行

はくば通りに住む

八方口　加々見　康文

　「今日、何曜日？」「お父さんに関
係ないじゃん」と娘「雨降る？」「ス
マホ先生に聞いたら」これが日々の
会話です。自由に時間を使えること、
楽なようで難しい。何をするか自分
の直感も大切、A Iには任せられない。
　振りかえると、昭和44年、宿を開
業してからは、あさ、目が覚めると
何するか決まっていました。どんな
に雪が積もろうと、丈夫な体に任せ
てひたすら体を動かすだけ。この間
の出来事は、ほとんど良い思い出に
なりました。
　“身を捨ててこそ浮かぶ瀬もあれ”
年を重ね老人の域に達し、この一文
が自分の心にストンと落ちます。
　健康である限り出来そうな事「年
寄り仕事レベルの地域貢献・ご近所
＆娘＆孫と仲良く・校友会幹事・家
の周りの美化・あいさつ」
　そして、ふと思う。明日どうしよう？と。

パラリンピックを観戦して

八方　太谷　陽平

　ミラノ・コルティナ冬季パラリン
ピックを娘と観戦し、ハンディを感
じ さ せ な い 選 手 た ち の 全 力 の パ
フォーマンスに深い感動を覚えた。
改めて、誰もがスポーツや自然の魅
力を楽しめる環境づくりの大切さを
感じさせるものであった。
　現在、白馬村は多くの外国人旅行
者を迎える国内有数のリゾートと
なっている一方で、スキー場では索
道をはじめとする各施設の老朽化が
進み、更新の時期を迎えている。こ
うした改修の機会に、年齢・性別・
国籍・障がいの有無にかかわらず、
多くの人が利用しやすいユニバーサ
ルデザインの考え方を取り入れた開
発計画を検討してはどうか。小さな
工夫やサポートにより、山岳リゾー
トの魅力はより多くの人に広がるは
ずである。多様な人が安心して訪れ、
滞在を楽しめるリゾートづくりが進
むことを期待したい。

白馬の自然と暮らし

八方口　久山　沙耶佳

　白馬で生まれ育ち、日々の暮らし
で感じる魅力は、雄大な自然とそれ
を守り続けてきた地 域の繋がりで
す。何十年見ている景色でも、その
美しさには常に心を動かされます。
　現在、子育ての真っ只中ですが、
この大自然の中で子供を育める幸せ
を実感しています。世界中から人が
訪れ、活気に沸く姿を誇らしく思う
一方、冬場の渋滞や混雑など、住民
の当たり前の暮らしに影響が出てい
ることに戸惑いも感じます。また、
労働力不足による伝統行事や地域コ
ミュニティの維持にも不安が募りま
す。
　観光地の発展は重要ですが、並行
して、ここで育つ若者が「また戻っ
てきたい」と思える持続可能な社会
であってほしいと願います。住民の
生活と観光が調和した、未来に希望
の持てる村であり続けてほしいで
す。
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　ご
愛
読
の
ほ
ど
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　今
号
よ
り
レ
イ
ア
ウ
ト
や
書

体
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
、
細
部
に

わ
た
っ
て
少
し
変
化
が
あ
る
こ

と
に
お
気
づ
き
に
な
ら
れ
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
社
会
が
日
々
、
変
化
を

つ
づ
け
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、

「
議
会
だ
よ
り
」
も
よ
ろ
し
き
方

向
を
目
指
し
て
変
化
を
つ
づ
け

て
い
ま
す
。

　実
は
、
上
の
「
わ
た
し
の
ひ

と
こ
と
」
欄
に
わ
た
し
が
寄
稿

し
た
17
年
前
の
議
会
だ
よ
り
が

手
元
に
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
晴

耕
雨
読
と
犬
の
散
歩
の
毎
日
を

送
っ
て
い
る
」
と
書
い
て
い
ま

す
。
今
わ
た
し
は
議
会
議
員
、

確
か
に
変
化
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　 

（
永
井
　勝
則
）

●本会議場傍聴席への昇降機を設置しております。足が不自由な方でも傍聴可能です。
●本会議はケーブルテレビでも視聴できます。
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